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１ 本報告書について 

  県は，みやぎ観光創造県民条例（平成 23年宮城県条例第８号。以下「条例」という。）第 12条第

１項の規定により，観光振興に関する施策を戦略的かつ積極的に推進し，観光王国みやぎの実現

を図るため，条例第 11条各号に掲げる基本方針を踏まえ，観光振興に関する基本的な計画を定

めるものとしている。また，知事は，毎年度，基本計画の実施状況を検証し，これを議会に報告する

とともに，公表しなければならないこととされている。 

  この報告書は，条例第 12条第３項の規定により，毎年度議会に提出することとされている年次報

告である。 

参考：みやぎ観光創造県民条例（平成 23年宮城県条例第８号）（抜粋） 

（施策の基本方針） 

第 11条 県は，次に掲げる基本方針に基づき，観光振興に関する施策を積極的に推進するものとする。 

（１）魅力あふれる観光地づくり，おもてなしの心の向上等の観光王国みやぎの実現のための取組を，会議の設置等県民総

参加による運動として進めること。 

（２）恵まれた自然，歴史，文化，景観，食，温泉その他の観光資源の保全，創造及び活用の取組への支援及び促進を図り，

国際競争力及び国内競争力の高い魅力ある観光地の形成を図ること。 

（３）観光に関する施設の整備，道路の整備，交通機能の充実その他の観光に関する社会基盤の整備を促進すること。 

（４）観光事業者への必要な情報提供等の支援，観光事業者相互の連携及び観光事業者と産業観光など地域産業との連携

の促進等により観光産業の競争力を強化することで，観光事業者の育成及び経営基盤の強化を図ること。 

（５）観光事業に従事する者等の知識及び能力の向上，観光ボランティア等の育成その他の観光振興に寄与する人材の育

成に関する取組を促進すること。 

（６）大学等が観光振興に寄与する人材の育成等のために実施する教育活動へ協力すること。 

（７）外国人観光客の受入環境の整備，市町村，近隣の県等との広域的な連携による取組その他の多様な誘客活動により，

東アジアをはじめ海外からの観光客を積極的に誘致し，国際観光の振興及び国際相互交流を促進すること。 

（８）多様な媒体を活用した国内外への戦略的な観光情報の発信その他の情報発信の充実のために必要な施策を実施する

こと。 

（９）グリーンツーリズムの更なる推進，スポーツツーリズム，コンテンツツーリズム，ヘルスツーリズム，エコツーリズム等

の新しい観光分野の開拓，会議，展示会，映画撮影等の誘致及び観光客の受入態勢の整備等の取組を充実すること。 

（10）県民等が主体となって行う食，文化，音楽，芸術等に関するイベント等との連携を図るとともに，これらのイベント等に対

する必要な支援を行うこと。 

（11）高齢者，障がい者及び外国人をはじめすべての観光客が安全に，安心して，快適に観光を楽しむことができる態勢の

整備を促進すること。 

（12）観光地における生活環境の美化並びに良好な景観の保全及び形成を促進するために必要な支援を行うこと。 

（13）県民総参加による観光振興に取り組む意識を高めるため，観光に関する広報活動，教育活動等を積極的に実施するこ

と。 

（基本計画） 

第12条 知事は，観光振興に関する施策を戦略的かつ積極的に推進し，観光王国みやぎの実現を図るため，前条に掲げる基

本方針を踏まえ，観光振興に関する基本的な計画(以下「基本計画」という。)を定めるものとする。 

２ 知事は，基本計画を定めるに当たっては，市町村，県民等の意見が反映されるよう必要な措置を講ずるとともに，宮城県産

業振興審議会に諮問するものとする。  

３ 知事は，毎年度，基本計画の実施状況を検証し，これを議会に報告するとともに，公表しなければならない。 
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２ 観光王国みやぎの実現とみやぎの観光の再生に向けた取組 

  県では，平成 30年度から令和４年９月までを計画期間とする基本計画「第４期みやぎ観光戦略

プラン【改定版】」（平成 30年３月策定，令和３年３月及び令和４年３月改定）を定め，条例の基本方

針を踏まえながら，新・宮城の将来ビジョンの分野別計画として，５つの観光戦略プロジェクトに基

づき，幅広く各種施策を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５つの観光戦略プロジェクト 

戦略プロジェクト１ 東北が一体となった広域観光の充実と誘客プロモーション 

仙台空港民営化等を契機とし，一般社団法人東北観光推進機構などとの連携により，東北が一体となった広

域観光の充実と効果的な誘客プロモーションを行うことにより，東北地方全体の観光の底上げを図ります。特

に，海外や国内の首都圏・中部以西等に対して，東北の魅力ある冬季観光の推進など多彩な観光資源の情報

を多様な媒体を活用して発信し，国内外からの東北への誘客促進を図ります。 

戦略プロジェクト２ 観光産業の連携強化と成長促進 

DMO設立支援などにより，地域の特性を活かした新たな観光地域づくりを行うとともに，農林水産業などの関

連産業や産学官の連携を図り，地域間・産業間・関係者間の連携を強化します。また，観光客の多様化するニ

ーズに対応するため，マーケティングの活用の推進や観光事業者の経営・サービスの改善などにより，本県の

観光産業の生産性と「おもてなし力」の向上を図るとともに，観光資源の磨き上げ等による受入態勢の整備を強

化し，観光客の満足度と観光消費額を高め，観光産業全体の更なる成長を促進します。 

戦略プロジェクト３ 外国人観光客の誘客加速化 

東アジア市場（台湾・中国・韓国・香港）を中心に欧米豪などの新市場を含めた観光客の誘致を図るとともに，

海外における風評を払拭するための正確な観光情報の継続的な提供や 2021年の東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会の開催に向けた外国人観光客等の受入環境整備を推進します。 

戦略プロジェクト４ 沿岸部のにぎわいの創出 

宿泊施設の再建支援をはじめとした観光施設等の受入態勢整備支援を強化するとともに，国内外に向けて

積極的な情報発信に努め，県内の他圏域に比べ遅れている沿岸部への観光客入込数の回復を図り，にぎわい

を創出します。 

戦略プロジェクト５ 
感染症により落ち込んだ観光需要の回復と持続可能な

観光地づくり 

感染症により甚大な影響を受けた観光事業者等の資金繰りや雇用を維持した上で，安全・安心対策の可視

化及び情報発信を行い，新たな観光需要を受け入れる体制を整備するとともに，需要喚起キャンペーン等を展

開することで，回復フェーズに応じた取組を推進します。また，デジタル変革を進め，ニューノーマルに適応した

ビジネスモデルの転換と新たな観光の創出により，持続可能で選ばれる観光地づくりを推進します。 

第４期みやぎ観光戦略プラン【改定版】 

新・宮城の将来ビジョンの分野別計画 
宮城が誇る地域資源を活用した観光産業と地域を支える商業・サービス業の振興 

みやぎ観光創造県民条例第 12条第１項に掲げる基本計画 
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５つの観光戦略プロジェクトの具体的な取組 

戦略プロジェクト１：東北が一体となった広域観光の充実と誘客プロモーション 

（１）東北の広域観光周遊ルートの確立と観光資源の磨き上げ 

・「日本の奥の院 東北探訪ルート」などの広域観光ルートの確立 

・圏域間の連携による広域観光の充実 

・自然・文化・歴史など東北ならではの多様な観光資源の磨き上げ 

（２）東北の魅力を伝える一体的な誘客プロモーション 

・東北が一体となった誘客プロモーション 

・海外・中部以西等に対して冬季観光など東北の多彩な魅力を PR 

・多様なメディアや媒体を活用した正確な情報発信 

（３）仙台空港等の活用や二次交通の充実による東北の周遊促進 

・仙台空港等を活用した誘客促進及び LCC等の航空路線の拡大 

・二次交通等の充実とクルーズ船の誘致 

 

戦略プロジェクト２：観光産業の連携強化と成長促進 

（１）DMO等の形成による魅力ある観光地域づくり 

・仙台・松島復興観光拠点都市圏や県内に設立された DMO等による魅力ある観光地域づくり 

・ニューツーリズムや体験型観光など新たな観光コンテンツづくり 

・農林水産業などの関連産業との連携による新たな観光の魅力づくり 

・産学官の連携強化などによる観光産業に寄与する人材の育成等 

（２）観光産業の成長に向けた基盤強化 

・マーケティングの活用推進による新たな旅行ニーズへの対応 

・観光事業者の経営・サービスの改善による「おもてなし力」の向上 

・事業者間の連携による観光商品等の開発 

・観光資源の磨き上げ等による受入態勢の整備 

 

戦略プロジェクト３：外国人観光客の誘客加速化 

（１）東アジア市場を中心とした誘客プロモーション 

・重点市場である東アジアを対象とした誘客プロモーション 

・欧米豪を対象とした誘客プロモーション 

・個人旅行（FIT）を対象とした誘客プロモーション 

（２）風評払拭のための正確かつ戦略的な情報発信等 

・風評を払拭する正確な情報提供 

・ICT・SNSを活用した戦略的な情報発信 

（３）訪日外国人受入環境整備の推進 

・多言語案内表示や無料 Wi-Fi整備の推進 

・訪日外国人の言語・文化の理解促進と「おもてなし力」の向上 

・航空路線・二次交通等の交通網拡充とクルーズ船の誘致 

 

戦略プロジェクト４：沿岸部のにぎわい創出 

（１）魅力ある観光資源の磨き上げと正確な情報発信 

・沿岸部のにぎわいを創出する誘客事業 

・体験型観光・復興ツーリズムの推進 

・沿岸部の風評を払拭する正確な情報発信 

（２）観光施設等の再建と受入態勢整備強化 

・観光・宿泊施設等の再建・整備支援 

・沿岸部道路・観光案内板・歩道等の再整備 
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戦略プロジェクト５：感染症により落ち込んだ観光需要の回復と持続可能な観光地づくり 

（１）安全・安心の機運醸成と可視化による選ばれる観光地づくり 

・観光地として選ばれるための安全安心の対策とその見える化の取組 

・入国制限緩和を見据えたインバウンドへの取組 

（２）回復フェーズに応じた取組推進と観光資源の魅力の再発見 

・社会経済活動の回復フェーズに応じた取組の推進 

・地域の魅力の再発見と旅行客の受入体制の構築 

・交流人口の拡大に加えての関係人口の拡大の取組 

（３）ニューノーマルに適応したビジネスモデル転換と新たな観光の創出 

・新しい価値観からみやぎの新しい観光創出の取組 

・みやぎにしかないアドバンテージを生かした取組の推進 
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３ 「第４期みやぎ観光戦略プラン」の数値目標について 

   「第４期みやぎ観光戦略プラン」では，令和２年に東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催される

ことを見据え，観光客入込数，宿泊観光客数，外国人観光客宿泊者数及び観光消費額について過去最高

の水準を目標値として設定する一方で，震災後大きく落ち込んだ沿岸部については，まずは震災前の姿を

取り戻すことを目指して，震災前の平成 22年と同じ水準に目標値を設定した。特に，外国人観光客宿泊者

数については，近年の急激な訪日外国人の増加を背景に，国における東北全体の目標値も踏まえた目標

を設定した。 

   しかし，計画の最終年度である令和２年度には，新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う観光に対する

行動変容などにより，回復の程度は極めて流動的であることから，域外からの往来回復や出入国制限緩和

を前提として計画期間を１年延長した。その後，令和３年度に入っても，感染拡大の影響が続き，緊急事態

宣言も発出されたため，再度計画期間を延長し，終期を令和４年９月までとした。 

   なお，計画延長に伴い，令和４年の目標値は，改定前である令和３年の目標値と同値として再設定した。 

 

＜第４期みやぎ観光戦略プランの数値目標＞ 

項   目 
令和３年 

改定前目標値 

令和４年 

目標値 

①観光客入込数 7,000万人 7,000万人 

②沿岸部（石巻・気仙沼地域）の観光客入込数 805万人 805万人 

③宿泊観光客数 1,000万人泊 1,000万人泊 

④沿岸部（石巻・気仙沼地域）の宿泊観光客数 75万人泊 75万人泊 

⑤外国人観光客宿泊者数 50万人泊 50万人泊 

⑥観光消費額（観光庁共通基準による観光客入込統計） 4,000億円 4,000億円 
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４ 各数値目標の推移 

①観光客入込数（単位：万人） 

令和 3年の「観光客入込数」は 4,499万人で，前年との比較では 554万人の増加（14.0%の増）と
なった。 
 

②沿岸部（石巻・気仙沼地域）の観光客入込数（単位：万人） 

令和 3年の「沿岸部（石巻・気仙沼地域）の観光客入込数」は 640万人で，前年との比較では 79万
人の増加（14.1%の増）となった。 
 

③宿泊観光客数（単位：万人泊） 

令和 3年の「宿泊観光客数」は 584万人泊で，前年との比較では 3万人泊の減少（0.5%の減）とな
った。 
 

④沿岸部（石巻・気仙沼地域）の宿泊観光客数（単位：万人泊） 

令和 3年の「沿岸部（石巻・気仙沼地域）の宿泊観光客数」は 56万人泊で，前年との比較では 3万
人泊の増加（5.7%の増）となった。 
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⑤外国人観光客宿泊者数（単位：万人泊） 

令和 3年の「外国人観光客宿泊者数」は 3.7万人泊で，前年との比較では 8.5万人泊の減少

（69.7%の減）となった。 

 

⑥観光消費額（単位：億円） 

令和 3年の「観光消費額」（参考値）は 2,624億円で，前年との比較では 126億円の増加（5.0%の

増）となった。 
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※出典：①～④－令和３年観光統計概要の速報値 

⑤－観光庁宿泊旅行統計調査（従業者数 10人以上の施設）の速報値 

⑥－観光庁観光入込客統計に関する共通基準（R3は参考値） 
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５ 令和３年度事業の実施状況 

 東日本大震災からの復旧・復興の 11年目及び第４期みやぎ観光戦略プランの４年目となった令和３年度

は，国内外からの誘客を図るため，様々な媒体を活用した観光情報の発信やプロモーション活動の強化，

観光案内機能など受入環境の整備等を図り，東北が一体となった広域観光の充実に取り組んだ。また，震

災により人口が減少している沿岸部の交流人口の拡大に向け，教育旅行の誘致など復興ツーリズムを推

進したほか，観光資源や拠点となる施設の再生・創出に取り組んだ。 

 また，令和２年度に，戦略５「感染症により落ち込んだ観光需要の回復と持続可能な観光地づくり」を追加

し，新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ観光需要の回復に向け，安全・安心の可視化やビ

ジネスモデルへの転換と新たな観光の創出に取り組んだ。 

  以上，観光の再生から未来につなぐ新たなステージに向けて，５つの観光戦略プロジェクトに沿った２１３事

業を実施した。 

 

事業   

項目 
事業数 事業費計 

【戦略プロジェクト１】東北が一体となった広域観光の充実

と誘客プロモーション 
３３事業 662,608千円 

【戦略プロジェクト２】観光産業の連携強化と成長促進 ４７事業 1,405,897千円 

【戦略プロジェクト３】外国人観光客の誘客加速化 ２６事業 475,873千円 

【戦略プロジェクト４】沿岸部のにぎわいの創出 １５事業 2,510,945千円 

【戦略プロジェクト５】感染症により落ち込んだ観光需要の

回復と持続可能な観光地づくり 
９２事業 149,046,272千円 

合計（再掲含む） ２１３事業 154,101,595千円 

合計（再掲除く） １３１事業 151,890,895千円 

 
※戦略プロジェクト５については，感染症の影響による観光需要の回復フェーズを以下の４段階に整

理した上で，各段階に応じた対策や季節変動に応じた切れ目のない取組を進めていきます。 

 

令和２年度 令和３年度 令和４年９月

(2)県内
回復期

(3)国内
回復期

（入国制限緩和）（仙台空港国際便再開）

(1)感染
拡大
防止期

(4)国外からの誘客
回復・発展期

 

（１）感染拡大防止期 徹底した感染拡大防止対策を講じる時期（積極的助走期間） 

（２）県内回復期 近隣日帰り旅行や県内宿泊旅行による県内流動の回復期 

（３）国内回復期 国内の滞在型旅行による国内流動の回復期 

（４）国外からの誘客回復・発展期 訪日外国人旅行者の呼び戻し・社会構造変化に向けた新たな需

要へのシフト（ニューノーマルな観光の創出） 

（取組のイメージ） 
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戦略プロジェクト１ 東北が一体となった広域観光の充実と誘客プロモーション 

東北地方全体の観光の底上げを図るため，東北観光推進機構や東北各県との連携による東北の広域観光周遊

ルートの確立と観光資源の磨き上げや，東北の魅力を伝える一体的な誘客プロモーションのほか，仙台空港を活用

した誘客促進やバスなどの二次交通の充実による東北の周遊促進に取り組んだ。 

 

（１）東北の広域観光周遊ルートの確立と観光資源の磨き上げ                     （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

東北観光推進機

構等と連携した

広域観光の取組

強化 

観光政策課・

観光プロモー

ション推進室 

18,500 

大都市圏や海外から東北への誘客を図るた

め，東北各県や東北観光推進機構等と連携し，

東北が一体となった観光プロモーションの展

開などの取組を行う。 

・東北観光推進機構において，新型コロ

ナウイルス感染症の影響で落ち込んだ

東北・新潟域内の観光需要の早期回復を

目的に，関係団体と連携したプロモーシ

ョン等を実施した。 

 東北デスティネーションキャンペー 

ンの実施 

 東北の新しい旅行スタイル創出プロ 

ジェクト「Base!TOHOKU」の実施  

  

宮城県グリーン

製品を活用した

公園施設整備事

業 

観光政策課 13,619 

東北自然歩道「新・奥の細道」の案内看板等

が老朽化したため，撤去を行うとともに引き

続き必要な個所には新しい案内看板を設置す

る。 

・東北自然歩道における七ヶ宿町内の案

内標識，指導標識，解説標識などの整備

を行った。 
  

宮城・山形合同

観光 PR事業 

観光プロモー

ション推進室 

－ 

（非予算） 

東北自動車道安達太良サービスエリア等にお

いて，山形県と合同で臨時観光案内所を設置

し，観光情報の発信を行う。 

・下記の広域観光ルート確立推進事業を

展開した。 

 貸切バスを活用した周遊観光ツアー 

 Instagramを活用した投稿キャンペー 

ン 

 宮城・山形・NEXCO合同観光 PRイベン 

ト 等 

  

山形県と連携し

た広域観光の推

進 

観光プロモー

ション推進室 
700 

大都市圏や海外からの誘客を図るため，山形

県と連携した観光プロモーションの展開など

の取組を行う。 

・韓国での宮城山形プロモーション事業

（国外）オンラインイベント出展 1回， 

現地イベント出展 1回 

・宮城山形周遊バスツアー実施（国内） 

・広報ツールの作成 

  

国際観光モデル

地区推進協議会

と連携した広域

観光の推進 

観光プロモー

ション推進室 
2,229 

外国人観光客の誘客及び受入環境整備を図る

ため，栃木県，南東北 3県及び県内市町村と

連携し，観光プロモーションや看板整備など

の取組を行う。 

・タイ富裕層誘客プロモーション事業 

・R2事業で作成したタイ向け情報サイト

特設ページの PR事業 

・多言語パンフレット作成支援等 

  

仙山交流連携促

進事業 

仙台地方振興

事務所 
360 

文化面・交通面での結びつきが強い宮城県仙

台地域及び山形県村山地域合同の特産品販売

会等を支援するとともに，両地域の魅力を発

信する広報物を作成することで，両地域の相

互交流をさらに深める。 

・仙台・松島エリア及び山形県村山エリ

アの魅力を発信するため，両エリアのス

イーツや癒しスポットを紹介するパン

フレット「スイーツと癒しマップ」を作

成，配布した。（10,000部） 

・仙台管内と山形県村山管内の情報共有

と連携方法の模索を目的に「仙山交流連

携促進会議」を開催した。（19市町村

43人参加） 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

最上・雄勝・大

崎連携交流事業 

 

北部地方振興

事務所 

 

90 

大崎地域と山形県最上地域・秋田県雄勝地域

との県境を越えた広域的な連携を推進するた

め，三地域に関する観光情報の発信（パンフ

レットの配布，旅行エージェント訪問等によ

る情報提供）及び三地域合同の観光 PRイベン

トを実施する。 

①宮城・秋田・山形「東北のへそ」公式

Instagramを開設し，「東北のへそ」地

域の魅力を発信するフォトコンテスト

を実施した。 

②新型コロナウイルスの感染拡大によ

りイベントの実施が困難であったこと

から，三地域合同の観光 PRイベントの

代わりに，3地域の地場産品の販売を促

進するため，オンライン販売を実施し

た。 

③旅行エージェントとの意見交換をオ

ンラインで実施した。 

 

岩手・宮城県際

広域観光推進研

究会 

北部地方振興

事務所栗原地

域事務所・東

部地方振興事

務所登米地域

事務所・気仙

沼地方振興事

務所 

－ 

（非予算） 

岩手県と宮城県の県際地域における広域観光

の推進を図るため，「岩手・宮城県際広域観

光推進研究会」に参画し，公式サイトにおけ

るイベントカレンダーの掲載，観光案内所等

におけるパンフレットの相互配架，広域パン

フレットの作成等を行う。 

・情報共有や意見交換を行う研究会を 2

回開催した。 

・研究会の WEBサイトで構成員となって

いる 9市町のイベント情報等を毎月掲載

した。 

・各圏域の観光地情報等を協力して発信

した。 

  

栗駒山麓広域連

携事業 

北部地方振興

事務所栗原地

域事務所 

－ 

（非予算） 

栗駒山を共通の観光資源とする岩手県，秋田

県と連携し，栗駒山麓の登山マップや広域観

光パンフレットの作成，配架等を行う。 

・栗駒山トレッキング MAPを作成（更新）

し，配架した。 

・各県事務所のイベントに関する，ポス

ター・パンフレットを相互に配架した。 
 

スタッフブログ

「南三陸＆気仙

沼を体感！“来

て見て浜ライ

ン”」 

気仙沼地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 

気仙沼・本吉地域の復旧・復興情報や見所，

イベント情報などについて，取材を通じて情

報収集し，ブログにより情報発信を行う。 

・観光や飲食店の情報のほか，気仙沼・

本吉地域で活躍している方を紹介した。 

  

湿地環境保全・

利活用事業 
自然保護課 5,214 

伊豆沼の水生植物園（県管理）のリニューア

ルを行い，主に環境学習や自然体験の場とし

て再整備するとともに，県内のラムサール条

約湿地の魅力を国内外に発信し，湿地の保護

及び地域の活性化につなげられるようマップ

作成等を実施する。 

・県内の 4つのラムサール条約湿地を紹

介するおもてなしマップの作成 

 中国語版（繁体字及び簡体字） 

1,000部（各 500部） 

・伊豆沼の水生植物園を特有の水生植物

を保全しながら，自然体験や環境学習を

通したワイズユース推進の場として再

整備 

・散策路の整備（60ｍ） 

・観察足場，水路（150ｍ）の造成 

  

多賀城創建 

１３００年記念

総合整備活用事

業 

文化財課 78,967 

多賀城創建 1300年となる令和 6年の公開を目

指し，多賀城の中軸部である政庁跡から南門

に至る地域を集中整備し，観光資源として磨

き上げる。 

・政庁南大路地区の道路舗装工や城前官

衙地区の建物跡表示工などの工事を実

施した。 
 

日本遺産魅力発

信推進事業 
文化財課 375 

日本遺産に認定されたストーリーにちなんだ

文化遺産を生かし，観光振興と地域活性化を

図る。 

・広報対応（6件） 

・紹介パネル設置（2回：参加 2,912人） 

・小中学生向けイベント（4回：参加 23

人） 

・認定ガイド講座（1回：参加 23人） 

・講演対応（4件：参加者 170人） 

・日本遺産商品開発協力（2件） 

・公式 SNSによる情報発信 

・伝統工芸品製作オンライン体験イベン

ト（1回開催：参加 19人） 
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（２）東北の魅力を伝える一体的な誘客プロモーション                 （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

教育旅行誘致促

進事業 
観光政策課 50,858 

教育旅行を通じて本県の魅力を伝えること

は，将来的に進学，就職，家族の旅行先など

のリピーターづくりにも繋がり，長期的な交

流人口の確保が見込めることから，教育旅行

の誘致を促進するため，教育旅行等コーディ

ネート支援センター（観光復興支援センター）

の運営，バス助成金及び北海道，北関東，中

部以西等でプロモーションを実施する。 

・旅行者の相談や受入調整などのマッチ

ング支援（84件：延べ 3,250名）を実施

した。 

・北海道及び首都圏，関西圏の学校関係

者，教育旅行関係団体，旅行会社を対象

としたセミナー等を開催した。 

・教育旅行関係団体や中学校・高等学校

教職員を対象とした教育旅行モニター

ツアーを開催した。 

・教育旅行バス助成事業として,110件

19,740,000円を交付した。 

 

フィルムコミッ

ション推進事業 
観光政策課 2,044 

映画，テレビを通じて当県の魅力を内外に広

く発信し，当県の知名度向上と観光集客力の

強化を推進するため，「せんだい宮城フィル

ムコミッション」に参画して，映画，テレビ

等の撮影のロケーションの誘致，支援等を行

う。 

・せんだい・宮城フィルムコミッション

の所属団体として，映画，テレビ番組，

コマーシャル等のロケーション撮影の

支援及び誘致の取組に対して支援を実

施した。 

 せんだい・宮城フィルムコミッション 

における支援件数 141件  撮影実績 

32件 

 

観光誘客推進事

業 

観光プロモー

ション推進室 
68,583 

夏や冬の観光キャンペーンに加え，観光キャ

ンペーンキャラクターの起用などにより，震

災復興タイアップ事業など通年での観光キャ

ンペーンを展開する。 

・四季ごとの特色ある観光資源を切れ目

なくプロモーションすることにより，一

定期間の誘客に留まることなく，一年を

通して観光客入込数の底上げを図るた

め，観光キャンペーンを実施した。 

 みやぎ応援ポケモン「ラプラス」とコ

ラボしたスタンプラリーやカフェの実

施 

 NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」

やアニメ「バクテン!!」と連携した情報

発信 

 県内スキー場と連携したキャンペー

ン 

 誘客キャラバンの実施 等 

 

仙台・宮城おも

てなし態勢向上

事業 

観光プロモー

ション推進室 
12,323 

仙台・宮城観光 PRキャラクター「むすび丸」

を活用した本県観光の PR活動を実施し，県内

への誘客を図る。 

・発地側でのイベント等における本県の

観光キャンペーンの告知及び本県観光

情報の PR活動，着地側でのツアー観光

客のお出迎え，県内の観光素材発掘，動

画撮影，SNSを利用したむすび丸による

PR動画の配信等を実施した。 

 むすび丸による観光 PR，おもてなし 

20回 

 動画配信 14本 

 

みやぎ観光デジ

タルマーケティ

ング推進事業 

観光プロモー

ション推進室 
66,379 

デジタルの特性を生かし,コロナの影響を踏

まえた新たなプロモーション対象者の分析，

WEBサイトの改善等を行うとともに，マーケテ

ィングの発想に基づくプロモーションを展開

することで，本県の認知度向上を図る。また，

コロナ禍のプロモーションの最適化を図り，

分析結果を活用した効果的・効率的な誘客に

取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング推

進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファミ

リー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

外国人観光客誘

致促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
18,034 

外国人観光客の誘客回復のため，トップセー

ルスや旅行博出展等を実施するほか，台湾，

中国のサポートデスクを活用し，セールスコ

ールや招請事業等を一体的に行う。 

併せて，SNSによる情報発信を各市場に対し一

元的に実施する。 

・外国人観光客誘客事業 

仙台市と共同で大台南国際旅行博 

（R3.11.12～11.15）にブース出展した。 

・現地誘客促進事業 

台湾や中国の現地サポートデスクによ 

る現地旅行会社へのセールスコールや 

現地旅行博，商談会への参加等によりウ 

ィズコロナ，アフターコロナにおける速 

やかな誘客の回復及び更なる誘客促進を 

図った。 

・誘客促進情報発信事業 

本県が管理する海外向け公式 SNSを効果 

的に活用し観光情報を継続的に発信し 

た。アジア 4市場の平均投稿数は 134本。 

フォロワー数は台湾が約 131,700人とな 

った。 

  

東北連携による

外国人観光客誘

致促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
34,205 

海外から東北への誘客を図るため，東北各県

や東北観光推進機構等と連携し，東北が一体

となった観光プロモーション等の取組を行

い，外国人の誘客促進を図る。 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた事業者向け 

プロモーション事業 

 在日旅行会社招請 23社 

 教育旅行関係者招請 48名 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた消費者向けプ

ロモーション事業 

 タイ向けオンラインイベント開催  

193,129PV 

 インフルエンサー招請 7名 

 メディア招請 8社 

・海外富裕層旅行者の誘客促進事業 

 在日旅行会社招請 9社 

  セールスコールの実施 8社 

・東京オリパラ期間をきっかけとした東

北への誘客促進事業 

 オリパラ期間における情報発信ブー 

スの設置 TMC：6週間，JRC：1か月 

・東北広域での二次交通対策事業 

 広告配信 195,432PV 

 

東北六県観光展 大阪事務所 150 

東北六県が連携し，東北の魅力等を積極的か

つ集中的に提供することにより，一層の観光

誘客の促進を図るため，観光案内，ポスター・

パンフレットの掲示，民工芸品等の展示，DVD

放映，ゆるキャラによる PR及び東北旅行・特

産品プレゼントなどを行う。 

・東北六県の大阪事務所が連携し，大阪

駅前の地下街で観光 PRを実施した。 

実施日：令和 3年 12月 12日（日）， 

13日（月）の 2日間 

場所：ディアモール大阪ディーズスク 

エア 

内容：観光案内，ポスター・パンフレ 

ットの掲示,民芸品等の展示,クイズ 

ラリー・特産品プレゼント 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

インターネット

広報事業 
広報課 3,892 

ウェブサイト，Facebook，メールマガジン等

の特性を生かし，県政ニュースや各種イベン

ト，宮城の魅力，観光情報等を発信する。 

・ウェブサイトは，県政ニュース等を掲

載するニュースクリップを年間 62件掲

載した。また，トップページ上部に掲載

される大バナーについては，新型コロナ

に関するお知らせに特化して掲載する

こととし，そのほかの事業については事

業 PRバナーに年間 20件掲載した。 

・Facebookは，年間 341件投稿し，いい

ね！数（登録者数）は 97増加の 12,344

となった。 

・メルマガ・みやぎは年間 49回配信し,

年度末の登録者数は 6,540人となった。 

 

戦略的魅力発信

事業 
広報課 24,707 

県内外に向けた観光，食，移住定住，震災復

興などの情報をデジタル媒体等を活用して発

信する。 

・県ホームページに特設サイト「みやぎ

12人の侍゜ズ（サプライズ）」を公開し,

動画 12本及びオンラインイベント 3回

等を通して，観光・食・移住促進等，宮

城の様々な魅力を発信し，動画視聴回数

1,635,277回，特設サイト閲覧数

37,635PVを獲得した。 

  

首都圏復興フォ

ーラム運営事業 

復興支援・伝

承課 
1,500 

東日本大震災の風化防止と震災復興に対する

全国からの幅広い支援の継続を訴えるため，

青森・岩手･福島の被災各県と連携し，被災地

の復興状況や復興に向けた取組を首都圏の住

民やマスコミに広く情報提供するフォーラム

を開催する。 

・新型コロナウイルス感染症の状況を鑑

み，オンラインイベントを主軸とした風

化防止イベントを実施した。  

①オンラインイベント 

期間：令和 4 年 1月 21 日（金）から令

和 4年 3月 21日（月祝）まで 

内容：各県・都知事，各県ゆかりの著名

人からのメッセージ動画の掲載／復幸

の食卓（被災地の食を切り口とした記

事）／東北ふれあいマルシェ紀行（港町

の紹介記事）／東北 4 県カタログ／震

災の記録・アーカイブ／災害から学ぶ防

災・減災 などを特設サイトで紹介 

アクセス数：62,695人（特設サイトへの

来場者数合計） 

②オフラインイベント 

期間：令和 4 年 3月 5日（土）～令和 4

年 3月 11日（金）（11:00～16:00） 

会場：汐留シオサイト（東京都港区東新

橋 1-5-25） 

内容：パネル・動画などの展示により，

東日本大震災被災状況，復興の歩みの発

信・東京の支援や東北とのつながりの発

信及び来訪者の復興応援行動を促進 

参加者：約 7,000人 

③参加型企画 

期間：令和 4年 2月 10日（木）～令和 4

年 3月 11日（金） 

内容：ハッシュタグキャンペーン（#東

北チャージメシ），オンライン語り部，

アンテナショップ周遊企画 

Instagramフォロワー獲得数：1,260人 

ハッシュタグキャンペーン投稿数：2,060

件 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

首都圏向け情報

発信事業 
東京事務所 

－ 

（非予算） 

主に首都圏をターゲットに観光地等に関する

情報を発信するとともに，首都圏開催の本県

関連イベント等の情報を適宜発信する。 

・首都圏開催の各種イベントやメディア

向け記者会見，企業訪問等の機会を捉

え，積極的に観光情報の発信を行った。

また，東京事務所ホームページや，

Facebookを活用し，宮城県内及び首都圏

で開催される本県関連イベント等につ

いてタイムリーに情報発信を行った。 

 Facebookでの情報発信：174件 

 

首都圏県産品販

売等拠点運営事

業 

食産業振興

課・東京事務

所 

223,240 

県産品の紹介・販路拡大及び観光案内・宣伝

のほか，被災事業者の復興支援のため，首都

圏アンテナショップの運営管理を行う。 

・首都圏アンテナショップ「宮城ふるさ

とプラザ」の運営（東京都）  

 売上総額(412,578千円) 

 1日平均売上金額(1,139千円) 

 買上客数(279,692人) 

 1日平均買上客数(773人) 

 

物産展等開催事

業 
食産業振興課 10,595 

全国主要都市の百貨店で物産展を開催し，県

産品の展示販売，震災からの復興や観光情報

の発信に取り組む。 

・県外主要都市の百貨店 5か所（池袋，

千葉，横浜，名古屋，広島）において，

「宮城県の物産と観光展」を行った。事

業者が直接，県外消費者との対面販売を

行い，本県の物産の魅力や復興状況を県

外にアピールする，貴重な機会となっ

た。 

 

地域イメージ確

立推進事業 
食産業振興課 2,369 

多彩で豊富な「食」を創出する県という地域

イメージの確立のため，ウェブサイト，SNSを

活用した宮城の食材に関する情報発信を行

う。 

・食材王国みやぎ公式 HP，公式 Facebook，

公式 Instagramにより，みやぎの「食」

に関する情報を積極的に発信した結果，

食材王国みやぎ公式 HPのアクセス件数

が 225,247件（対前年比 72.4％），

Instagramのフォロワー数が 2,149人と

なった。 

 

 

（３）仙台空港等の活用や二次交通の充実による東北の周遊促進             （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

みやぎエコ推進

バス運行補助事

業 

観光政策課 250 

観光地の保全を図りながら，エコに関する県

民意識の向上を促すため，エコの視点を取り

入れ，観光地における循環バス・シャトルバ

スの運行事業等に係る経費の補助を行う。 

・主要駐車場と観光地を結ぶシャトルバ

ス運行に対する助成を行い，1者による

93便運行で 18,369人の利用があった。  

クルーズ船受入

促進事業 
港湾課 

－ 

（非予算） 

国内外からの誘客を図るため，仙台塩釜港へ

のクルーズ船の誘致活動を行うとともに，新

型コロナウイルス感染症対策を講じた寄港時

の受入対応を行う。 

・関係団体と共にクルーズ船社へ誘致活

動を 1回行ったほか，寄港時の感染症対

策を講じた受入対応について打合せを

行った。 
 

仙台空港利用促

進事業 

空港臨空地域

課 
5,385 

航空路線の維持・拡充に向けたエアポートセ

ールスや発着地双方でのプロモーション等を

行うことにより，仙台空港の利用促進を図る。 

・新型コロナウイルス感染症の影響によ

り，知事によるトップセールス及び発着

地で開催されるイベント等が中止とな

り，プロモーションは実施できなかっ

た。 

・令和 3年度の仙台空港乗降客数は，前

年度から約 43万人増の 165万人となっ

たが，新型コロナウイルス感染拡大前の

令和元年度と比較すると約 44％にとど

まっており，依然として厳しい状況が続

いている。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

仙台空港地域連

携・活性化事業 

空港臨空地域

課 
9,947 

仙台空港の広域的利用を促進するため，若年

層を中心としたパスポート取得率向上を図る

取組や各種メディアを活用した仙台空港の PR

等を行う。 

・パスポートキャンペーンは前年度と同

様に新型コロナウイルス感染症の影響

により中止となった。 

・県内や隣県を含むメディアを活用し，

国内航空路線就航地の紹介等を行い，需

要喚起を図った。 

 新聞折込（パンフレット）の展開，地  

下鉄中吊り広告による情報発信等 

  

仙台空港 600万

人・5万トン実現

推進事業 

空港臨空地域

課 
8,093 

仙台空港の旅客数及び貨物取扱量の増加を図

るため，LCCと連携したプロモーションや関係

者と連携した航空貨物創出の取組を推進す

る。 

・仙台空港に就航する LCCと連携し，新

規旅客の獲得や本県への誘客の促進を

図るため，搭乗の気軽さや身近さを周知

し，仙台空港からの就航地の魅力を紹介

するためのランディングページを作成

したり，当該ページへ誘引するためのデ

ィスプレイ広告の掲出等を行った。 

  

 

戦略プロジェクト１ 合計 ３３事業 ６６２，６０８千円 
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戦略プロジェクト２ 観光産業の連携強化と成長促進 

 地域の特性を生かした観光地域づくりを行うため，DMO等の取組の支援や農林水産業等との連携等による新たな

観光の魅力づくり，人材の育成などの取組のほか，観光産業の更なる成長を促進するため，マーケティングの活用

や経営・サービスの改善，観光資源の磨き上げなどによる受入態勢の整備などの観光産業の成長に向けた基盤強

化に取り組んだ。 

 

（１）ＤＭＯ等の形成による魅力ある観光地域づくり                          （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

仙台・松島復興

観光拠点都市圏

事業 

観光政策課・ 

観光プロモー

ション推進室 

21,050 

仙台・松島復興観光拠点都市圏において，観

光資源の発掘，磨き上げ，受入体制の整備，

各種プロモーションを実施する。 

・海外AGT等向けプレゼンテーションmtg

開催 

 豪州 1回：72名，英国 1回：69名， 

 米国 1回：16名，台湾 1回：16名  

・海外パートナーシップ締結数 4社 

・海外パートナー共同商品造成フィール

ドワーク 2回 合計 3社 

・東京導線誘客商品モニターツアー 

 1回 2名 

・外部専門家ハンズオン支援 2酒蔵， 

1酒販店 

・受入側対象研修会開催 2回 76名 

  

松島湾周遊体験

観光地整備事業 
観光政策課 148,645 

松島湾の特性を生かした体験型コンテンツの

整備等を実施する。 

・水上輸送を活用した松島湾周遊ツーリ

ズムの造成（1件）や松島湾体験学習コ

ンテンツを造成（8件）したほか，コン

テンツ造成等に必要な素材（地理，歴史，

文化，防災，漁業など）の継続収集，編

集等を実施した。 

・松島湾学習コンテンツ拡充のためのプ

ロジェクションマッピング映像機材等

の設備を導入した。 

  

宮城オルレ推進

事業 

観光プロモー

ション推進室 
29,769 

韓国済州島発祥のトレッキングコース「オル

レ」の宮城県版「宮城オルレ」のコースを県

内各地で整備し，魅力あるコンテンツとして

磨き上げ，国内外からの誘客促進・交流人口

の拡大を図る。 

・国内向けでは，新型コロナウイルス感

染症対策を実施しながら 11月 1日～3月

13日まで「宮城オルレフェア 2021」を

開催し，各コースで実施されたイベント

には 300人以上が参加。 

・平成 30年 10月のオープン以降，国内

外から約 4万人の利用者があり，誘客促

進に寄与した。 

・登米コースオープニング代替イベント

を実施し，約 90人が参加。 

・既存コースを PRする動画制作及び広

告配信を行い，認知度向上を図った。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

みやぎ蔵王ブラ

ンド推進事業 

大河原地方振

興事務所 
1,812 

仙南地域の「食と観光のブランド化」を目的

とした産業振興と広域観光推進を図るため，

仙南地域広域観光推進プランに基づき，「み

やぎ蔵王三十六景」，「みやぎ蔵王温泉郷」

等を活用した観光振興策を，管内市町・関係

機関・DMO・周辺観光圏との連携により展開す

る。 

①みやぎ蔵王三十六景ブランド創造会議開催

事業 

②食のブランド化事業 

③広域観光・物産情報の発信強化事業 

④みやぎ蔵王温泉郷振興事業 

⑤広報・展示事業 

①「みやぎ観光振興会議」開催(計 3回)。 

②食のブランド化事業 

・仙南の郷土料理「おくずかけ」をお宿

＆日帰りで味わう！キャンペーン(温泉

宿 3館でてぬぐい 94枚，飲食店 8店舗

でキーホルダー940個配布) 

・せんにゃんスイーツ＆カフェマップの

作成(60店舗掲載，12,000部)，せんに

ゃんスイーツ＆カフェラリー開催(48店

舗，参加 519人) 

・「食と観光のブランド化に関する研修

会」開催(参加 23人) 

・「みやぎ蔵王三十六景地域の逸品」の

推奨(新規 21品目)。 

③公式Twitter開始(700フォロワー)「ひ

なの郷せんなん」として，管内及び隣県

のひな祭りイベントと菓子店を一体的

に紹介。 

④温泉宿で前述の「おくずかけ」キャン

ペーンを実施。 

⑤前述の Twitterの他，HP，ブログ，温

泉郷 Facebookにより情報発信。 

 

地元の魅力再発

見・観光モデル

プラン造成発信

事業 

大河原地方振

興事務所 
559 

みやぎ観光振興会議圏域会議のワーキンググ

ループの活動として，地域における新たな観

光モデルプラン（日帰りプラン）を作成する

とともに，観光ツアーを造成し，情報発信に

より誘客を促進する。 

・「農作業体験＋α」の日帰りモデルプ

ランを作成し，県民向けモニターツアー

を実施（夏秋 2回，参加 27人） 

・モニターツアー結果を踏まえて令和 4

年度伊達なバス旅に 4商品提案（日帰り

ツアー3商品掲載） 

 

仙台・宮城観光

キャンペーン推

進協議会県南地

域部会事業 

大河原地方振

興事務所 
1,827 

仙台・宮城観光キャンペーンを通じて，部会

員及び関係者が連携し，県南エリアの交流人

口の増加を図る。 

・特別企画「ご当地キャラクターを探

せ！2021」の開催(803人応募) 

・通年版ガイドブック「ぐるり県南」の

増刷(15,000部） 

・みやぎ仙南サイクルツーリズム初心者

体験ライドにおける観光 PR(3回，参加

45人) 

 

地元の魅力再発

見・観光モデル

プラン造成発信

事業 

東部地方振興

事務所 
815 

みやぎ観光振興会議圏域会議のワーキンググ

ループの活動として，地域における新たな観

光モデルプラン（日帰りプラン，宿泊プラン）

を作成するとともに，観光ツアーを造成し，

情報発信により誘客を促進する。 

・石巻市，東松島市，女川町の 3市町ご

とに 15秒，石巻圏域全体の 60秒の観光

プロモーション動画を作成し，Facebook

広告に掲載した。 

 動画再生回数 30万回 

  

観光地域づくり

推進事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

－ 

（非予算） 

観光事業関係者による観光推進体制構築の検

討会等を開催する。 

・「登米の観光連携に関する意見交換会」  

の開催（令和 3年 6月 8日，6月 28日） 

参集範囲  

 登米地域内の観光関連事業者 7団体， 

登米市 

  

むらまち交流拡

大推進事業 

農山漁村なり

わい課 
3,183 

農山漁村を舞台とした都市農村交流活動を支

援するため，活動実践者のスキルアップや情

報発信を行い支援する。 

・アドバイザー派遣の実施（4回） 

・「INAKAで遊ぼう泊まろう」ホームペ

ージのリニューアル 

・農泊推進団体の動画作成 

・ネットワーク大会の開催 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

県産ブランド品

確立支援事業 
食産業振興課 4,780 

県産農林水産物のブランド力強化のため，味

や品質等地域で認知されている県産農林水産

物について，全国レベルのブランド化に引き

上げる取組に対し補助する。（R2で終了） 

県産食材の高付加価値化及び販売力の強化を

図る支援を行う。 

・令和 3年 8月に改定した「みやぎの『食』

ブランド化推進方針」に基づき，品目毎

に異なる，生産から消費までを見据えた

課題に対応できる，適切な販売先の選択

と，それに応じたブランド化手法を構築

するため，「せり」及び「メカジキ」の

ブランド化戦略を策定した。 

 ブランド化戦略の策定 

 せり：3件，メカジキ：3件 

 

食育・地産地消

推進事業 
食産業振興課 6,587 

食育，地産地消を通じた県産農林水産物の販

路拡大のため，地産地消推進店と連携した県

産農林水産物の PR，高校生を対象とした「お

弁当コンテスト」，小・中学生を対象とした

「伝え人派遣事業」による食育を推進する。 

・高校生地産地消お弁当コンテストを開

催（応募件数 20校 167作品）し，入賞

した 4作品が協賛企業・団体により商品

化された。 

・食材王国みやぎ伝え人を小・中学校等

へ 23回派遣した。 

 

魅力ある県立高

校づくり支援事

業 等 

高校教育課 
－ 

（非予算） 

将来を担う地域に根ざした観光のスペシャリ

ストを育成するとともに，東日本大震災で打

撃を受けた「ふるさと宮城」の再生と発展を

担える人材の育成を目指すもの。観光地のホ

テルや観光企業関連と連携を図り，全学年で

継続して「松島フォーラム」，「外国語講座」，

「国際理解・国際交流」，「観光商品開発」

と繋げ，発展を担える人材の育成を目指す。 

・松島町内外の有識者を委員とする松島

高等学校地域パートナーシップ会議を

設置し，県内各地の事業所の協力を得

て，観光客の案内や各種イベントのスタ

ッフとして活動するなど松島町を中心

に県内の観光資源を活用した学習活動

を展開した。また，国内外から松島を訪

れた修学旅行生等を対象に松島観光ガ

イドを実施した。 

 ①地域パートナーシップ会議の開催 

 （2回，委員 10 人） 

 ②観光に関する学習活動 

 （イベント数 20，延べ 1,519人） 

 ③国内修学旅行生を対象に松島観光 

ガイドの実施 

 （ガイド数 9，受入人数 1,034人） 

 （申込数 33,申込人数約 4,000人弱） 

  

地域と連携した

高等学校魅力化

事業 等 

 

高校教育課 

 

－ 

（非予算） 

地域等の諸課題の解決に取り組む等，生徒が

学びたくなり，地域に根差した開かれた学校

づくりを展開している高校を指定し，地域パ

ートナーシップ会議等により地域資源を活用

しながら，学びの意識や自己の役割に対する

認識を深める教育プログラム等の工夫につい

て支援する。※「魅力ある県立高校づくり支

援事業」の後継事業。 

・令和 2年度まで，観光関係の取組は，松島

高校を指定 

・令和 3年度新規募集：R3.2月下旬～4月 

・令和 3年度指定校決定：R3.5月決定（松島

高校を指定） 

・地域等の諸課題の解決に取り組む等，

生徒が学びたくなり，地域に根差した開

かれた学校づくりを展開している高校

を指定し，地域パートナーシップ会議等

により地域資源を活用しながら，学びの

意識や自己の役割に対する認識を深め

る教育プログラム等の工夫について支

援する。※「魅力ある県立高校づくり支

援事業」の後継事業。 

令和 3年度まで，観光関係の取組は， 

松島高校を指定 

令和 4年度新規募集：2月下旬～4月 

令和 4年度指定校決定：R4.5月（観光 

関係の取組は松島高校を指定） 
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（２）観光産業の成長に向けた基盤強化                                  （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

仙台・松島復興

観光拠点都市圏

事業 

観光政策課・

観光プロモー

ション推進室 

21,050 

仙台・松島復興観光拠点都市圏において観光

資源の発掘，磨き上げ，受入体制の整備，各

種プロモーションを実施する。 

・海外AGT等向けプレゼンテーションmtg

開催 

 豪州 1回：72名，英国 1回：69名， 

 米国 1回：16名，台湾 1回：16名  

・海外パートナーシップ締結数 4社 

・海外パートナー共同商品造成フィール

ドワーク 2回 合計 3社 

・東京導線誘客商品モニターツアー 

 1回 2名 

・外部専門家ハンズオン支援 2酒蔵， 

1酒販店 

・受入側対象研修会開催 2回 76名 

〇 

松島湾周遊体験

観光地整備事業 
観光政策課 148,645 

松島湾の特性を生かした体験型コンテンツの

整備等を実施する。 

・水上輸送を活用した松島湾周遊ツーリ

ズムの造成（1件）や松島湾体験学習コ

ンテンツを造成（8件）したほか，コン

テンツ造成等に必要な素材（地理，歴史，

文化，防災，漁業など）の継続収集，編

集等を実施した。 

・松島湾学習コンテンツ拡充のためのプ

ロジェクションマッピング映像機材等

の設備を導入した。 

○ 

風評被害等観光

客実態調査事業 
観光政策課 9,576 

東京電力福島第一原子力発電所の事故の風評

被害など，県内観光事業者の支援や観光施設

の展開を検討する上で必要な現状把握を行

う。 

・県内主要観光地での観光客（外国人観

光客含む）へのアンケート調査（県内 15

地点・二期分のみ）及び全国の一般消費

者を対象に Webアンケート調査（6,500

票）にて実態調査等を行い，東京電力福

島第一原発事故以降の本県観光への風

評の実態把握に努めた。 

 

 

 

フィルムコミッ

ション推進事業 
観光政策課 2,044 

映画，テレビを通じて当県の魅力を内外に広

く発信し，当県の知名度向上と観光集客力の

強化を推進するため，「せんだい宮城フィル

ムコミッション」に参画して，映画，テレビ

等の撮影のロケーションの誘致，支援等を行

う。 

・せんだい・宮城フィルムコミッション

の所属団体として，映画，テレビ番組，

コマーシャル等のロケーション撮影の

支援及び誘致の取組に対して支援を実

施した。 

 せんだい・宮城フィルムコミッション 

における支援件数 141件  撮影実績 

32件 

○ 

みやぎ観光戦略

受入環境基盤整

備事業 

観光政策課 241,805 

観光客の安全な利用等に配慮した自然公園施

設の再整備や広域観光案内板の修正・整備等

を行う。 

・県内の登山道・遊歩道（蔵王，金華山，

御崎等）の整備等を行った。 

・広域観光案内板の修正を行った。  

宮城県グリーン

製品を活用した

公園施設整備事

業 

観光政策課 13,619 

東北自然歩道「新・奥の細道」の案内看板等

が老朽化したため，撤去を行うとともに，引

き続き必要な個所には新しい案内看板を設置

する。 

・東北自然歩道における七ヶ宿町内の案

内標識，指導標識，解説標識などの整備

を行った。 〇 

みやぎエコ推進

バス運行補助事

業 

観光政策課 250 

観光地の保全を図りながら，エコに関する県

民意識の向上を促すため，エコの視点を取り

入れ，観光地における循環バス・シャトルバ

スの運行事業等に係る経費を補助する。 

・主要駐車場と観光地を結ぶシャトルバ

ス運行に対する助成を行い，1者による

93便運行で 18,369人の利用があった。 〇 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

新しい旅の形に

対応した宿泊施

設ビジネスモデ

ル転換事業 

観光政策課 
137,113 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により，深

刻な影響が生じている県内宿泊事業者が行

う，新たな生活様式に適応したデジタル変革

によるビジネスモデルの転換等に要する施設

改修等経費の一部を補助する。 

・令和 3年度は，令和 3年 6月中旬から

令和 3年 8月 17日まで募集を行い，新

たに施設機能強化 3事業者に交付決定を

行った。 

また，令和 2年度に交付決定し，令和 3

年度に繰越していた施設機能強化タイ

プ 6事業者と設備等導入タイプ 15事業

者が事業完了した。 

 

宮城ワーケーシ

ョン推進プロジ

ェクト 

観光政策課 19,464 

新たな観光の在り方として期待が向けられて

いる「ワーケーション」の需要を取り込むた

め，ビジネスパーソンにとって魅力的なワー

ケーションプログラムの造成と普及を図る。 

・地域の宿泊事業者等 6者に対し補助を

行い，宮城ならではのワーケーションプ

ログラム造成を行った。また，委託業務

において造成したプログラムの PRのほ

か，宮城ワーケーション協議会との連携

のもと，県内企業向けセミナーや他県と

の交流イベントにより宮城ワーケーシ

ョンの普及促進を図った。 

 

蛻変プロジェク

ト 

観光政策課・ 

富県宮城推進

室・商工金融

課 

3,390 

地域に賑わいを取り戻すために，地域の担い

手が自らの地域の強みや課題を見つめ直し，

その解決に向けて自ら考案した地域初のアイ

デアを形にしていく一連プロセスの経験によ

り「シビックプライド」の強化を図り，自ら

の知恵と行動で地域に賑わいを創出すること

を目指す。 

・地域の観光事業者・宿泊事業者の若手

経営者等とワークショップ（意見交換，

勉強会）を開催（ワークショップの開

催：7回） 

・「観光地空き家利活用推進モデル業務」

を実施し，空き家調査やビジネスの実現

可能性調査を行った。 

 

観光誘客推進事

業 

観光プロモー

ション推進室 
68,583 

夏や冬の観光キャンペーンに加え，観光キャ

ンペーンキャラクターの起用などにより，震

災復興タイアップ事業など通年での観光キャ

ンペーンを展開する。 

・四季ごとの特色ある観光資源を切れ目

なくプロモーションすることにより，一

定期間の誘客に留まることなく，一年を

通して観光客入込数の底上げを図るた

め,観光キャンペーンを実施した。 

 みやぎ応援ポケモン「ラプラス」とコ

ラボしたスタンプラリーやカフェの実

施 

 NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」

やアニメ「バクテン!!」と連携した情報

発信 

 県内スキー場と連携したキャンペー

ン 

 誘客キャラバンの実施 等 

○ 

地域周遊型誘客

促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
60,899 

新型コロナウイルス感染拡大により，大きく

落ち込んでいる観光需要を喚起するため，コ

ロナ禍において注目されている域内周遊に焦

点を当て，近場の魅力を再発見しながら旅行

を楽しんでいただく域内流動の促進を図る。 

①乗って応援！伊達バスツアー 

・バスツアー造成補助 8者 

・バスツアー運行経費補助 13本 

②アフターコロナ 観光需要喚起事業 

・バス事業者，各観光事業者のコンテン

ツ整備 

③県制 150周年プレ企画 

・謎解きスタンプラリー 

④地域の特色を生かした旅行商品造成，

企画（各地方振興事務所） 

・スタンプラリー 

・バスツアーの造成，催行 

・地域限定の相互交流を目的とした旅行

商品の造成，催行 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

みやぎ観光デジ

タルマーケティ

ング推進事業 

観光プロモー

ション推進室 
66,379 

デジタルの特性を生かし,コロナの影響を踏

まえた新たなプロモーション対象者の分析，

WEBサイトの改善等を行うとともに，マーケテ

ィングの発想に基づくプロモーションを展開

することで，本県の認知度向上を図る。また，

コロナ禍のプロモーションの最適化を図り，

分析結果を活用した効果的・効率的な誘客に

取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング推

進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファミ

リー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

〇 

みやぎの伝統的

工芸品産業振興

事業 

新産業振興課 3,012 

国及び県指定の伝統的工芸品について，新商

品開発や販路拡大等の支援を行い，伝統工芸

産業の普及・振興を図るとともに，工芸品や

各産地の魅力を情報発信する。 

・国及び県指定の伝統的工芸品の新商品

開発や需要開拓等の事業に対する経費

の一部を補助,展示会への出展など販路

拡大等の支援を行った。 

 伝統的工芸品製造事業者への補助金 

交付（3件） 

 伝統的工芸品に係るイベント等への 

参加（5件） 

 

中小企業経営安

定資金等貸付金 
商工金融課 87,000 

観光客の利便性の向上及び安全・安心の確保

を図るため，中小企業者が観光施設の整備等

を行う際に，“伊達な旅”整備促進資金によ

り，資金融通の円滑と観光産業の振興を図る。 

・観光施設の整備等を行う中小企業者に

対し，“伊達な旅”整備促進資金による

融資を行い，資金の融通を図った。 

 融資件数 3件 金額 69,900千円 
 

みやぎ蔵王ブラ

ンド推進事業 

大河原地方振

興事務所 
1,812 

仙南地域の「食と観光のブランド化」を目的

とした産業振興と広域観光推進を図るため，

仙南地域広域観光推進プランに基づき，「み

やぎ蔵王三十六景」，「みやぎ蔵王温泉郷」

等を活用した観光振興策を，管内市町・関係

機関・DMO・周辺観光圏との連携により展開す

る。 

①みやぎ蔵王三十六景ブランド創造会議開催

事業 

②食のブランド化事業 

③広域観光・物産情報の発信強化事業 

④みやぎ蔵王温泉郷振興事業 

⑤広報・展示事業 

①「みやぎ観光振興会議」開催(計 3回)。 

②食のブランド化事業 

仙南の郷土料理「おくずかけ」をお宿

＆日帰りで味わう！キャンペーン(温泉

宿 3館でてぬぐい 94枚，飲食店 8店舗

でキーホルダー940個配布) 

せんにゃんスイーツ＆カフェマップ

の作成(60店舗掲載，12,000部)，せん

にゃんスイーツ＆カフェラリー開催(48

店舗，参加 519人) 

「食と観光のブランド化に関する研

修会」開催(参加 23人) 

「みやぎ蔵王三十六景地域の逸品」の

推奨(新規 21品目)。 

③公式Twitter開始(700フォロワー)「ひ

なの郷せんなん」として，管内及び隣県

のひな祭りイベントと菓子店を一体的

に紹介。 

④温泉宿で前述の「おくずかけ」キャン

ペーンを実施。 

⑤前述の Twitterの他，HP，ブログ，温

泉郷 Facebookにより情報発信。 

○ 

地元の魅力再発

見・観光モデル

プラン造成発信

事業 

大河原地方振

興事務所 
559 

みやぎ観光振興会議圏域会議のワーキンググ

ループの活動として，地域における新たな観

光モデルプラン（日帰りプラン）を作成する

とともに，観光ツアーを造成し，情報発信に

より誘客を促進する。 

・「農作業体験＋α」の日帰りモデルプ

ランを作成し，県民向けモニターツアー

を実施（夏秋 2回，参加 27人） 

 モニターツアー結果を踏まえて令和 4

年度伊達なバス旅に 4商品提案（日帰り

ツアー3商品掲載） 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

仙台・宮城観光

キャンペーン推

進協議会県南地

域部会事業 

大河原地方振

興事務所 

1,827 

 

仙台・宮城観光キャンペーンを通じて，部会

員及び関係者が連携し，県南エリアの交流人

口の増加を図る。 

・特別企画「ご当地キャラクターを探

せ！2021」の開催(803人応募) 

・通年版ガイドブック「ぐるり県南」の

増刷(15,000部） 

・みやぎ仙南サイクルツーリズム初心者

体験ライドにおける観光 PR(3回，参加

45人) 

○ 

SNS等を活用し

た積極的な情報

発信 

大河原地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 

Twitterをはじめ，ブログや Facebook等の SNS

を最大限活用し，仙南圏域の観光や食の魅力

を発信する。 

・4月から開始した Twitterで管内の観

光や食に関する情報を約 800件発信し

た。インフルエンサー「仙台弁こけし」

とのコラボキャンペーンを行ったこと

で，フォロワー数が 700人を超えた。そ

の他，事務所 HP(約 30件)，ブログ(約

70件)，温泉郷 Facebook(約 40件)で情

報発信した。 

 

仙台圏域内観光

コンテンツの魅

力再発見・再発

信事業 

仙台地方振興

事務所 
546 

圏域の魅力が存分に伝わる写真や動画を撮影

し，また，それらを活用した広報を行うこと

で，コロナ禍におけるマイクロツーリズム機

運に対応して，近隣住民が本圏域の魅力を再

発見し，訪れる契機とする。 

加えて，収束後の観光需要高騰を見越した情

報発信により，本圏域が数ある観光地に出遅

れることなく観光誘客を推し進めるための環

境を整える。 

・仙台圏域の観光コンテンツの魅力を各

種媒体で発信するため，それに用いる素

材写真の撮影及び動画の作成を行った。

（28コンテンツ） 

 

周遊・在宅並行

型観光誘客促進

事業 

仙台地方振興

事務所 
4,925 

新型コロナウイルス感染症の影響下において

も，圏域内観光産業の回復を図るため，観光

施設等について，周遊型・在宅型という 2種

類のデジタルスタンプラリー企画を開催する

ことで，誘客・周遊促進を目指す。 

また，同企画に係る広報を通じた圏域内観光

コンテンツの魅力発信や，企画の景品として

圏域内の産直施設・観光施設の金券類や地場

産品等を贈呈することにより，圏域への来訪

意欲の向上と圏域内での消費拡大を図る。 

・仙台圏域観光施設等への誘客・周遊促

進と観光コンテンツへの興味誘引を促

すため，県内・近県向けの周遊型及び全

国向けの在宅型の 2パターンのデジタル

スタンプラリーを実施した。参加者デー

タの分析により誘客施策の参考に資す

るとともに，地場産品を景品とすること

で，地域の魅力発信と消費喚起にもつな

がった。（参加者：周遊型 604人，在宅

型 3,376人） 

 

地元の魅力再発

見・観光モデル

プラン造成発信

事業 

東部地方振興

事務所 
815 

みやぎ観光振興会議圏域会議のワーキンググ

ループの活動として，地域における新たな観

光モデルプラン（日帰りプラン，宿泊プラン）

を作成するとともに，観光ツアーを造成し，

情報発信により誘客を促進する。 

・石巻市，東松島市，女川町の 3市町ご

とに 15秒，石巻圏域全体の 60秒の観光

プロモーション動画を作成し，Facebook

広告に掲載した。 

 動画再生回数 30万回 

○ 

観光地域づくり

推進事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

― 

（非予算） 

観光事業関係者による観光推進体制構築の検

討会等を開催する。 

・「登米の観光連携に関する意見交換会」  

の開催（令和 3年 6月 8日，6月 28日） 

参集範囲  

 登米地域内の観光関連事業者 7団体， 

登米市 

○ 

登米圏域交流人

口拡大推進事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

― 

（非予算） 

登米圏域の交流人口の拡大を図るため，登米

圏域における観光客受入体制の整備，イベン

ト等の開催，情報発信，人材育成等に取り組

む。 

・仙台・宮城観光キャンペーン推進協議

会及び同県北地域部会への参画 

・よしきたみやぎキャンペーン開催期間

中の地域情報の発信 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

登米地域への誘

客及び周遊促進

事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

838 

登米市産食材を活用し，市内飲食店・菓子店

等が参加する期間限定フェアを開催する。ま

た，女性向けを意識したドライブマップを作

製し，登米地域への誘客と周遊の促進を図る。 

 

 

・登米エリアドライブマップ作製 

 女性向けを意識した内容のドライブ

マップを作製し，市内外の観光物産施設

や交通拠点等に配架したことで，登米地

域内への誘客と域内周遊が促進された。 

・公式 Instagram1周年記念イベントの

開催 

 25のアカウントが参加した。イベント 

の開催によりフォロワーに感謝を伝 

えるとともに，フォロワーによる登米 

の魅力発信が図られた。 

・登米市産食材の PR 

 「極上の味わい 登米産ササニシキご 

はんの日（令和 3年 10月 8日～11月 

30日）」計 13か所の飲食店等が参加 

 「登米産りんご使っています（令和 3 

年 10月 8日～12月 31日）」計 10か 

所の飲食店等が参加 

 PRを通じて，登米市産食材の認知度が 

向上するとともに，市内飲食店等にお 

ける地産地消の取組が拡大した。 

 

農泊・民泊受入

体制整備事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

1,530 

登米地域の特性を生かした宿泊コンテンツの

充実を図るため，アドバイザーの派遣により

民泊事業の円滑な開業を支援することで開業

者数の増加を推進し，農泊等の宿泊観光客の

受入体制を整備する。 

・「登米地域民泊開業者アフターフォロ

ー勉強会」の実施 

・登米地域民泊アドバイザーの委嘱及び

派遣 

・農家民泊・民泊研修会等企画運営業務 

 ①第 1回農泊・民泊・体験等運営者向 

け研修会（令和 4年 1月 21日 25名 

参加） 

 ②第 2回農泊・民泊・体験等運営者向 

け研修会 現地視察（令和 4年 2月 19 

日 17名参加） 

 ③第 3回農泊・民泊・体験等運営者向 

け研修会 ワークショップ（令和 4年 

2月 25日 9名参加） 

・登米の農家民泊等の PR強化に向けた

素材作成業務（農泊等の施設環境を紹介

する動画と写真の撮影を実施） 

 

新たな観光戦略

推進事業 

東部地方振興

事務所登米地

域事務所 

1,459 

新型コロナウイルス感染症の影響により深刻

な観光客減少に見舞われている登米地域への

市内外からの誘客を促進する事業を実施し，

観光消費と地域経済の回復を図る。 

・「登米の観光連携に関する意見交換会」

にて，登米市内外へ向けた効果的な登米

の観光情報の発信や周知についてさら

に力をいれていくべきという意見が挙

がったことから，来春に向けた登米の PR

を実施した。 

 せんだいタウン情報 S-Style（令和 

4年 3月号） 

 大人のためのプレミアム Kappo（令 

和 4年 3月号） 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

みやぎの食材バ

リューチェーン

構築プロジェク

ト 

食産業振興課 21,570 

今後，県内で生産拡大が見込まれている農産

物に対して，一次加工や事業者間による対応

を促進するとともに，マーケティングに基づ

いた商品開発から食材王国みやぎのブランド

イメージの浸透を踏まえた販路開拓の支援ま

で，食産業の各段階における付加価値を高め

ることにより，食のバリューチェーンを構築

する。 

・10者に対し商品開発に係る事業費を補

助した。 

・山形県等と共同で商談会を開催し，県

内 52者に商談機会を提供した。 

・スーパーマーケット・トレードショー

に県ブースを出展し，県内 20者に商談

機会を提供した。 

 

デジタルマーケ

ティングを核と

した県産品販売

促進モデル構築

事業 

食産業振興課 54,886 

県産品へ関心をもつ顧客層の把握と効果的な

誘客を図る新たな販売支援の仕組み「県産品

販売促進モデル」を構築し，県産品の製造・

販売事業者を対象として「県産品の EC販売拡

大」及び「デジタルマーケティングに係る人

材育成」を図る。 

・R3.12.22に県産品の魅力と県産品販売

事業者のオンラインショップを紹介す

るアンテナサイト「宮城旬鮮探訪」を新

設した。 

また，令和 2年度に引き続き，楽天市場

内に県産品特集ページ「宮城県 WEB物産

展」を開設した。 

 

マツ林景観保全

事業 
森林整備課 29,313 

松くい虫等による被害からマツ林の景観を保

全するため，マツの植栽や予防対策を実施す

るとともに，新たな技術を取り入れた景観保

全対策を実施する。 

・松くい虫抵抗性マツ植栽：2,400本 

・樹幹注入：857本 

・被害材搬出利用：202㎥ 

・ドローン被害木調査：2.8ha 
 

みやぎの景観形

成事業 
都市計画課 1,940 

景観形成に係る普及啓発及び市町村の景観計

画策定を支援する。 

・蔵王町でまち歩きワークショップを開

催し，地域住民の景観への意識醸成を通

して町の景観計画策定を支援した。（開

催回数：2回，延べ参加人数：26人） 
 

仙台港周辺地域

における賑わい

創出事業 

公営事業課 
― 

（非予算） 

仙台港周辺地域に立地する企業を中心に設立

された官民連携組織である「仙台港周辺地域

賑わい創出コンソーシアム」を推進母体とし

て，仙台港周辺地域のポテンシャルを生かし

た観光資源の磨き上げを図る。 

・ウォーキングを通じ,仙台港周辺地域

の自然や,商業・工業地域などの景色を

楽しみながら歩いてもらうことで地域

の魅力を発見してもらうことを目的に

「みなとオアシス仙台港ウォーク」を実

施した。(104名の参加) 

・宮城の産業，貿易，生活文化等の発展

を担ってきた仙台港周辺地域の魅力を

再発見してもらうことを目的に「みなと

オアシス仙台港フォトロゲイニング大

会」を実施した。(117人・39チームの

参加) 

・なお，取組は仙台港周辺地域賑わい創

出コンソーシアム会員企業の年会費を

事業費として実施している。 

 

日本遺産魅力発

信推進事業 
文化財課 375 

日本遺産に認定されたストーリーにちなんだ

文化遺産を生かし，観光振興と地域活性化を

図る。 

・広報対応（6件） 

・紹介パネル設置（2回：参加 2,912人） 

・小中学生向けイベント（4回：参加 23

人） 

・認定ガイド講座（1回：参加 23人） 

・講演対応（4件：参加者 170人） 

・日本遺産商品開発協力（2件） 

・公式 SNSによる情報発信 

・伝統工芸品製作オンライン体験イベン

ト（1回開催：参加 19人） 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

「観光力強化」

のための交通安

全施設整備事業 

交通規制課 181,646 

外国人旅行者や障害のある方などをはじめと

した全ての旅行者が，安全安心かつアクセス

しやすい交通環境を整備するため，マイカー

やバスのアクセス性向上につながる交通管制

システムの拡充及び英語を併記する交通規制

標識の整備，また，バリアフリー型交通安全

施設等の更なる整備や充実を図る。 

・交通管制センターの高度化，集中制御

エリアの拡充，情報収集装置の整備等を

実施したほか，歩行空間のバリアフリー

化を図った。  

 

戦略プロジェクト２ 合計 ４７事業 １，４０５，８９７千円 
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戦略プロジェクト３ 外国人観光客の誘客加速化 

重点市場である東アジア市場を中心に，新市場の欧米等をターゲットとした誘客プロモーションに取り組

んだほか，SNS等を活用した風評払拭のための正確かつ戦略的な情報発信を行った。 

また，外国人観光客の受入環境の充実に向けて，多言語案内や無料 Wi-Fi整備の推進などに取り組んだ。 

 

（１）東アジア市場を中心とした誘客プロモーション                            （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

MICE（国際会議

等）の誘致推進

事業（コンベン

ション都市推進

事業） 

観光政策課 1,400 

多くの外国人を一時に招致できる MICE（国際

会議等）の誘致を積極的に実施し，高い経済

波及効果を生み出すため，専門のスタッフを

抱え誘致事業に精通した団体への補助を行

う。 

・コンベンション開催経費の一部を支援

し，開催誘致を促進した。（国内会議：

4件，国際会議：0件 合計 4件）   

欧米豪を対象と

した長期滞在型

観光プロモーシ

ョン事業 

観光プロモー

ション推進室 
4,990 

令和 3年度に開催される東京オリンピック・

パラリンピックを契機として本県の情報発信

を行うことで，インバウンド回復に向けた認

知度向上を図る。 

・東北ハウス「宮城県デー」実施運営業

務 

 本県コーナー来場者 444名 

 アンケート取得数  403名 
  

先進的インバウ

ンド促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
10,000 

海外現地代理人機能を活用し，現地メディア

等へのプレゼンテーション等により認知度向

上に取り組む。また，海外市場向けコンテン

ツ開発やインバウンド受入環境整備等を実施

し，インバウンド回復に備えた観光拠点化へ

の整備を促進する。 

・令和 3年度インバウンド向け滞在・体

験コンテンツ強化事業 

 ワークショップ開催数 5回 

 将来販売可能なプラン造成数 9本 

・令和 3年度芸術祭連携による将来のイ

ンバウンド誘客支援事業 

 動画再生数 138.4万回 

  

みやぎ観光デジ

タルマーケティ

ング推進事業 

観光プロモー

ション推進室 
66,379 

デジタルの特性を生かし，コロナの影響を踏

まえた新たなプロモーション対象者の分析，

WEBサイトの改善等を行うとともに，マーケテ

ィングの発想に基づくプロモーションを展開

することで，本県の認知度向上を図る。また，

コロナ禍のプロモーションの最適化を図り，

分析結果を活用した効果的・効率的な誘客に

取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング推

進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファミ

リー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

○ 

山形県と連携し

た広域観光の推

進 

観光プロモー

ション推進室 
700 

大都市圏や海外からの誘客を図るため，山形

県と連携した観光プロモーションの展開など

の取組を行う。 

・韓国での宮城山形プロモーション事業

（国外）オンラインイベント出展 1回，

現地イベント出展 1回 

・宮城山形周遊バスツアー実施（国内） 

・広報ツールの作成 

○ 

国際観光モデル

地区推進協議会

と連携した広域

観光の推進 

観光プロモー

ション推進室 
2,229 

外国人観光客の誘客及び受入環境整備を図る

ため，栃木県，南東北 3県及び県内市町村と

連携し，観光プロモーションや看板整備など

の取組を行う。 

・タイ富裕層誘客プロモーション事業 

・R2事業で作成したタイ向け情報サイト

特設ページの PR事業 

・多言語パンフレット作成支援等 
○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

外国人観光客誘

致促進事業 

 

観光プロモー

ション推進室 

 

18,034 

外国人観光客の誘客回復のため，トップセール

スや旅行博出展等を実施するほか，台湾，中国

のサポートデスクを活用し，セールスコールや

招請事業等を一体的に行う。 

併せて，SNSによる情報発信を各市場に対し一

元的に実施する。 

・外国人観光客誘客事業 

仙台市と共同で大台南国際旅行博

（R3.11.12～11.15）にブース出展した。 

・現地誘客促進事業 

台湾や中国の現地サポートデスクによる

現地旅行会社へのセールスコールや現地

旅行博，商談会への参加等によりウィズ

コロナ，アフターコロナにおける速やか

な誘客の回復及び更なる誘客促進を図っ

た。 

・誘客促進情報発信事業 

本県が管理する海外向け公式 SNSを効果

的に活用し観光情報を継続的に発信し

た。アジア 4市場の平均投稿数は 134本。

フォロワー数は台湾が約 131,700人とな

った。 

○ 

東北連携による

外国人観光客誘

致促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
34,205 

海外から東北への誘客を図るため，東北各県や

東北観光推進機構等と連携し，東北が一体とな

った観光プロモーション等の取組を行い，外国

人の誘客促進を図る。 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた事業者向けプロ

モーション事業 

 在日旅行会社招請 23社 

 教育旅行関係者招請 48名 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた消費者向けプロ

モーション事業 

 タイ向けオンラインイベント開催  

193,129PV 

 インフルエンサー招請 7名 

 メディア招請 8社 

・海外富裕層旅行者の誘客促進事業 

 在日旅行会社招請 9社 

  セールスコールの実施 8社 

・東京オリパラ期間をきっかけとした東

北への誘客促進事業 

 オリパラ期間における情報発信ブース 

の設置 TMC：6週間，JRC：1か月 

・東北広域での二次交通対策事業 

 広告配信 195,432PV 

○ 

海外交流基盤再

構築事業 
国際政策課 

― 

（非予算） 

震災により大幅に減少した外国人観光客の誘

致を図るため，海外政府要人の来県を促すとと

もに，国際会議や訪問団等を積極的に受け入れ

る。 

・海外からの賓客等の受入 10件 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

海外交流基盤強

化事業 

 

国際政策課 4,984 

中国吉林省，米デラウェア州，露ニジェゴロド

州等海外自治体等との関係を強化するため，訪

問団の派遣や受入れを行い，訪問団への地元経

済界の参加を促すことにより，本県の PR等を

効果的に実施する。 

・友好県省等の交流関係のある海外自治

体等との間の訪問団派遣・受入について

は，コロナウイルス感染症の影響を踏ま

え，実施見送り 

・中国吉林省については「第 13回中国－

北東アジア博覧会」に県大連事務所と連

携して出展した。台湾については，「台

湾訪日教育旅行オンライン説明会」を県

観光連盟と共同で開催した結果，参加 13

校中 6校の交流開始につながった。また，

台北市で開催されたランタンフェスティ

バルに出展した。ロシアについては州都

市制 800周年に合わせ知事のビデオレタ

ーの送付及び州政府や州観光事業者等に

対するオンライン観光セミナーを実施し

た。 

 

（２）風評被害のための正確かつ戦略的な情報発信等                          （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

みやぎ観光デジ

タルマーケティ

ング推進事業 

観光プロモー

ション推進室 
66,379 

デジタルの特性を生かし，コロナの影響を踏ま

えた新たなプロモーション対象者の分析，WEB

サイトの改善等を行うとともに，マーケティン

グの発想に基づくプロモーションを展開する

ことで，本県の認知度向上を図る。また，コロ

ナ禍のプロモーションの最適化を図り，分析結

果を活用した効果的・効率的な誘客に取り組

む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング推

進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファミ

リー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

○ 

みやぎ海外ネッ

トワーク形成事

業 

国際政策課 
― 

（非予算） 

インバウンドを推進するため，本県にゆかりの

ある海外在住の外国人や日本に興味を持つ外

国人等に向けて，SNSにより外国人目線で宮城

の魅力の情報発信を行う。 

・Instagram投稿件数 54件 

・Facebook投稿件数 109件 
 

海外交流基盤再

構築事業 
国際政策課 

― 

（非予算） 

震災により大幅に減少した外国人観光客の誘

致を図るため，海外政府要人の来県を促すとと

もに，国際会議や訪問団等を積極的に受け入れ

る。 

・海外からの賓客等の受入 10件 

○ 

海外交流基盤強

化事業 
国際政策課 4,984 

中国吉林省，米デラウェア州，露ニジェゴロド

州等海外自治体等との関係を強化するため，訪

問団の派遣や受入れを行い，訪問団への地元経

済界の参加を促すことにより，本県の PR等を

効果的に実施する。 

・友好県省等の交流関係のある海外自治

体等との間の訪問団派遣・受入について

は，コロナウイルス感染症の影響を踏ま

え，実施見送り 

・中国吉林省については「第 13回中国－

北東アジア博覧会」に県大連事務所と連

携して出展した。台湾については，「台

湾訪日教育旅行オンライン説明会」を県

観光連盟と共同で開催した結果，参加 13

校中 6校の交流開始につながった。また，

台北市で開催されたランタンフェスティ

バルに出展した。ロシアについては州都

市制 800周年に合わせ知事のビデオレタ

ーの送付及び州政府や州観光事業者等に

対するオンライン観光セミナーを実施し

た。 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

バーチャルトリ

ップサイトによ

る観光情報発信

事業 

北部地方振興

事務所 

― 

（非予算） 

海外からの誘客促進を図るため，大崎管内の観

光地を 360°映像等で紹介するバーチャルトリ

ップサイト「アイラブオオサキ」で国内外に発

信する。 

・バーチャルトリップサイト「アイラブ

オオサキ」を 4カ国語（英語・中国語（繁

体字）・中国語（簡体字）・韓国語）で

大崎地域の魅力を発信した。 
 

無料公衆無線LAN

整備事業 

デジタルみや

ぎ推進課 
8,375 

ICTを利活用し，国内外からの集客力を強化す

るため，本県独自の SSIDによる無料公衆無線

LAN「みやぎ FreeWi-Fi」を県有施設に整備し，

その重要性を県内に周知しながら，県内民間事

業者や他自治体等，本県全域への導入拡大を図

る。 

・みやぎ FreeWi-Fiを各県合同庁舎や県

有施設における整備に加え,県内全市町

村に，1,044箇所 1,577AP設置した。 

 公共施設   ：128箇所 228AP 

 宮城県，石巻市，塩竈市，気仙沼市 

 他 20市町村 

 宿泊施設等  ：73箇所 162AP 

 その他飲食店等：843箇所 1,187AP 

  

 
（３）訪日外国人受入環境整備の推進                             （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

湿地環境保全・利

活用事業 
自然保護課 5,214 

伊豆沼の水生植物園（県管理）のリニューアル

を行い，主に環境学習や自然体験の場として再

整備するとともに，県内のラムサール条約湿地

の魅力を国内外に発信し，湿地の保護及び地域

の活性化につなげられるようマップ作成等を

実施する。 

・県内の 4つのラムサール条約湿地を紹

介するおもてなしマップの作成 

 中国語版（繁体字及び簡体字） 

1,000部（各 500部） 

・伊豆沼の水生植物園を特有の水生植物

を保全しながら，自然体験や環境学習を

通したワイズユース推進の場として再整

備 

・散策路の整備（60ｍ） 

・観察足場，水路（150ｍ）の造成 

〇  

外国人観光客受

入環境整備促進

事業 

観光政策課 1,980 

県内の宿泊施設や観光集客施設などにおいて，

外国語観光案内看板の設置や無料で使用でき

る無線LAN機器の設置などの受入環境を整備す

る事業者に対して，経費の一部を支援する。 

・外国人観光客の利便性向上を主な目的

として，補助対象事業者に補助金交付に

よる支援を行った。（交付決定件数 2件）  

宮城オルレ推進

事業 

観光プロモー

ション推進室 
29,769 

韓国済州島発祥のトレッキングコース「オル

レ」の宮城県版「宮城オルレ」のコースを県内

各地で整備し，魅力あるコンテンツとして磨き

上げ，国内外からの誘客促進・交流人口の拡大

を図る。 

・国内向けでは，新型コロナウイルス感

染症対策を実施しながら 11月 1日～3月

13日まで「宮城オルレフェア 2021」を開

催し，各コースで実施されたイベントに

は 300人以上が参加。 

・平成 30年 10月のオープン以降，国内

外から約 4万人の利用者があり，誘客促

進に寄与した。 

・登米コースオープニング代替イベント

を実施し，約 90人が参加。 

・既存コースを PRする動画制作及び広告

配信を行い，認知度向上を図った。 

〇 

他県連携等によ

る外国人観光客

誘致促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
13,399 

県内飲食店の外国語対応を支援することで，外

国人観光客が県内を旅行する際の満足度を高

めるとともに，県内観光消費の拡大を図る。 

・令和 3年度飲食店外国語対応支援事業 

 勉強会開催数 10回 

 個別コンサルティング 31事業者 

 情報発信 12,970リーチ 
 

県産食品海外ビ

ジネスマッチン

グサポート事業 

国際ビジネス

推進室 
7,071 

輸出ビジネスのサポート，輸出拡大バリューチ

ェーンモデル構築に向けた実証的取組の支援，

多様な食文化に対応した海外新市場の開拓等

を支援する。 

・輸出促進セミナー開催（1回） 

・海外バイヤーとの Web商談支援（香港，

台湾） 

・物流支援コーディネーター設置 

・日本酒油種鬱促進プロジェクト「MIYAGI 

STYLES」実施 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

無料公衆無線LAN

整備事業 

デジタルみや

ぎ推進課 
8,375 

ICTを利活用し，国内外からの集客力を強化す

るため，本県独自の SSIDによる無料公衆無線

LAN「みやぎ FreeWi-Fi」を県有施設に整備し，

その重要性を県内に周知しながら，県内民間事

業者や他自治体等，本県全域への導入拡大を図

る。 

・みやぎ FreeWi-Fiを各県合同庁舎や県

有施設における整備に加え,県内全市町

村に，1,044箇所 1,577AP設置した。 

 公共施設   ：128箇所 228AP 

 宮城県，石巻市，塩竈市，気仙沼市 

 他 20市町村 

 宿泊施設等  ：73箇所 162AP 

 その他飲食店等：843箇所 1,187AP 

○ 

クルーズ船受入

促進事業 
港湾課 

― 

（非予算） 

国内外からの誘客を図るため，仙台塩釜港への

クルーズ船の誘致活動を行うとともに，新型コ

ロナウイルス感染症対策を講じた寄港時の受

入対応を行う。 

・関係団体と共にクルーズ船社へ誘致活

動を 1回行ったほか，寄港時の感染症対

策を講じた受入対応について打合せを行

った。 
○ 

仙台空港利用促

進事業 

空港臨空地域

課 
5,385 

航空路線の維持・拡充に向けたエアポートセー

ルスや発着地双方でのプロモーション等を行

うことにより，仙台空港の利用促進を図る。 

・新型コロナウイルス感染症の影響によ

り，知事によるトップセールス及び発着

地で開催されるイベント等が中止となり

プロモーションは実施できなかった。 

・令和 3年度の仙台空港乗降客数は，前

年度から約 43万人増の 165万人となった

が，新型コロナウイルス感染拡大前の令

和元年度と比較すると約 44％にとどまっ

ており，依然として厳しい状況が続いて

いる。 

○ 

日本遺産魅力発

信推進事業 
文化財課 375 

日本遺産に認定されたストーリーにちなんだ

文化遺産を生かし，観光振興と地域活性化を図

る。 

・広報対応（6件） 

・紹介パネル設置（2回：参加 2,912人） 

・小中学生向けイベント（4回：参加 23

人） 

・認定ガイド講座（1回：参加 23人） 

・講演対応（4件：参加者 170人） 

・日本遺産商品開発協力（2件） 

・公式 SNSによる情報発信 

・伝統工芸品製作オンライン体験イベン

ト（1回開催：参加 19人） 

○ 

「観光力強化」の

ための交通安全

施設整備事業 

交通規制課 181,646 

外国人旅行者や障害のある方などをはじめと

した全ての旅行者が，安全安心かつアクセスし

やすい交通環境を整備するため，マイカーやバ

スのアクセス性向上につながる交通管制シス

テムの拡充及び英語を併記する交通規制標識

の整備，また，バリアフリー型交通安全施設等

の更なる整備や充実を図る。 

・交通管制センターの高度化，集中制御

エリアの拡充，情報収集装置の整備等を

実施したほか，歩行空間のバリアフリー

化を図った。 ○ 

 

戦略プロジェクト３ 合計 ２６事業 ４７５，８７３千円 
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戦略プロジェクト４ 沿岸部のにぎわいの創出 

沿岸部のにぎわい創出のため，体験型観光・復興ツーリズムの推進などの沿岸部の魅力ある観光資源の磨き上

げ，風評被害の実態把握を行うためのアンケート調査の実施や復興状況の発信のほか，被災地の状況を踏まえた

観光・宿泊施設の再建支援などの受入態勢整備に取り組んだ。 

 

（１）魅力ある観光資源の磨き上げと正確な情報発信                          （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

教育旅行誘致促

進事業 
観光政策課 50,858 

教育旅行を通じて本県の魅力を伝えること

は，将来的に進学，就職，家族の旅行先など

のリピーターづくりにも繋がり，長期的な交

流人口の確保が見込めることから，教育旅行

の誘致を促進するため，教育旅行等コーディ

ネート支援センター（観光復興支援センター）

の運営，バス助成金及び北海道，北関東，中

部以西等でプロモーションを実施する。 

・旅行者の相談や受入調整などのマッチ

ング支援（84件：延べ 3,250名）を実施

した。 

・北海道及び首都圏，関西圏の学校関係

者，教育旅行関係団体，旅行会社を対象

としたセミナー等を開催した。 

・教育旅行関係団体や中学校・高等学校

教職員を対象とした教育旅行モニター

ツアーを開催した。 

・教育旅行バス助成事業として,110件

19,740,000円を交付した。 

○ 

風評被害等観光

客実態調査事業 
観光政策課 9,576 

東京電力福島第一原子力発電所の事故の風評

被害など，県内観光事業者の支援や観光施設

の展開を検討する上で必要な現状把握を行

う。 

・県内主要観光地での観光客（外国人観

光客含む）へのアンケート調査（県内 15

地点・二期分のみ）及び全国の一般消費

者を対象に Webアンケート調査（6,500

票）にて実態調査等を行い，東京電力福

島第一原発事故以降の本県観光への風

評の実態把握に努めた。 

○ 

宮城オルレ推進

事業 

観光プロモー

ション推進室 
29,769 

韓国済州島発祥のトレッキングコース「オル

レ」の宮城県版「宮城オルレ」のコースを県

内各地で整備し，魅力あるコンテンツとして

磨き上げ，国内外からの誘客促進・交流人口

の拡大を図る。 

・国内向けでは，新型コロナウイルス感

染症対策を実施しながら 11月 1日～3月

13日まで「宮城オルレフェア 2021」を

開催し，各コースで実施されたイベント

には 300人以上が参加。 

・平成 30年 10月のオープン以降，国内

外から約 4万人の利用者があり，誘客促

進に寄与した。 

・登米コースオープニング代替イベント

を実施し，約 90人が参加。 

・既存コースを PRする動画制作及び広

告配信を行い，認知度向上を図った。 

〇 

観光誘客推進事

業 

観光プロモー

ション推進室 
68,583 

夏や冬の観光キャンペーンに加え，観光キャ

ンペーンキャラクターの起用などにより，震

災復興タイアップ事業など通年での観光キャ

ンペーンを展開する。 

・四季ごとの特色ある観光資源を切れ目

なくプロモーションすることにより，一

定期間の誘客に留まることなく，一年を

通して観光客入込数の底上げを図るた

め,観光キャンペーンを実施した。 

 みやぎ応援ポケモン「ラプラス」とコ 

ラボしたスタンプラリーやカフェの 

実施 

 NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」 

やアニメ「バクテン!!」と連携した情 

報発信 

 県内スキー場と連携したキャンペー 

ン 

 誘客キャラバンの実施 等 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

地域周遊型誘客

促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
60,899 

新型コロナウイルス感染拡大により，大きく

落ち込んでいる観光需要を喚起するため，コ

ロナ禍において注目されている域内周遊に焦

点を当て，近場の魅力を再発見しながら旅行

を楽しんでいただく域内流動の促進を図る。 

①乗って応援！伊達バスツアー 

・バスツアー造成補助 ８者 

・バスツアー運行経費補助 13本 

②アフターコロナ 観光需要喚起事業 

・バス事業者，各観光事業者のコンテン

ツ整備 

③県制 150周年プレ企画 

・謎解きスタンプラリー 

④地域の特色を生かした旅行商品造成，

企画（各地域振興事務所） 

・スタンプラリー 

・バスツアーの造成，催行 

・地域限定の相互交流を目的とした旅行

商品の造成，催行 

○ 

みやぎ観光デジ

タルマーケティ

ング推進事業 

観光プロモー

ション推進室 
66,379 

デジタルの特性を生かし，コロナの影響を踏

まえた新たなプロモーション対象者の分析，

WEBサイトの改善等を行うとともに，マーケテ

ィングの発想に基づくプロモーションを展開

することで，本県の認知度向上を図る。また，

コロナ禍のプロモーションの最適化を図り，

分析結果を活用した効果的・効率的な誘客に

取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング推

進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファミ

リー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

〇 

地域周遊型伝承

バスツアー事業 

東部地方振興

事務所 
1,802 

東日本大震災により特に大きな被害を受けた

石巻圏域において,震災発生から 10年の節目

を契機としたバスツアーを実施し,一層の観

光振興及び震災伝承の推進を図る。 

・令和 3年 6月 6日に開館した「みやぎ

東日本大震災津波伝承館」等，石巻地域

の伝承施設や観光物産施設を巡るバス

ツアーを実施した。 

・ツアー実施回数 16回 

・参加者数 217名 

 

戦略的魅力発信

事業 
広報課 24,707 

県内外に向けた観光，食，移住定住，震災復

興などの情報をデジタル媒体等を活用して発

信する。 

・県ホームページに特設サイト「みやぎ

12人の侍゜ズ（サプライズ）」を公開し,

動画 12本及びオンラインイベント 3回

等を通して，観光・食・移住促進等，宮

城の様々な魅力を発信し，動画視聴回数

1,635,277回，特設サイト閲覧数

37,635PVを獲得した。 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

首都圏復興フォ

ーラム運営事業 

復興支援・伝

承課 
1,500 

東日本大震災の風化防止と震災復興に対する

全国からの幅広い支援の継続を訴えるため，

青森・岩手･福島の被災各県と連携し，被災地

の復興状況や復興に向けた取組を首都圏の住

民やマスコミに広く情報提供するフォーラム

を開催する。 

・新型コロナウイルス感染症の状況を鑑

み，オンラインイベントを主軸とした風

化防止イベントを実施した。  

①オンラインイベント 

期間：令和 4年 1月 21日（金）から令

和 4年 3月 21日（月祝）まで 

内容：各県・都知事，各県ゆかりの著名

人からのメッセージ動画の掲載／復幸

の食卓（被災地の食を切り口とした記

事）／東北ふれあいマルシェ紀行（港町

の紹介記事）／東北 4 県カタログ／震

災の記録・アーカイブ／災害から学ぶ防

災・減災などを特設サイトで紹介 

アクセス数：62,695人（特設サイトへの

来場者数合計） 

②オフラインイベント 

期間：令和 4 年 3月 5日（土）～令和 4

年 3月 11日（金）（11:00 16:00） 

会場：汐留シオサイト（東京都港区東新

橋 1-5-25） 

内容：パネル・動画などの展示により，

東日本大震災被災状況，復興の歩みの発

信・東京の支援や東北とのつながりの発

信及び来訪者の復興応援行動を促進 

参加者：約 7,000人 

③参加型企画 

期間：令和 4年 2月 10日（木）～令和 4

年 3月 11日（金） 

内容：ハッシュタグキャンペーン（#東

北チャージメシ），オンライン語り部，

アンテナショップ周遊企画 

Instagramフォロワー獲得数：1,260人 

ハッシュタグキャンペーン投稿数：2,060 

件 

〇 

東日本大震災被

災地情報発信事

業 

復興支援・伝

承課 
34,727 

東日本大震災の風化防止につなげるため，来

県者向けに県内の主要な風化防止・伝承施設

を紹介する多言語対応の冊子等を作成し,情

報発信を行うほか，記録誌・記録映像の作成

を行う。 

また,行政庁舎 18階県政広報展示室内に開設

した「東日本大震災復興情報コーナー」のリ

ニューアルを行う。 

・冊子「みやぎ・復興の歩み 11」，4言

語併記のパンフレット「みやぎ復興のた

び」，「東日本大震災復興情報コーナー」

等の広報媒体を活用し，復興情報の発信

を図った。 

・東日本大震災復興情報コーナーのリニ

ューアル 

令和4年3月1日リニューアルオープン。 

・震災復興ポスター掲示 

JR仙台駅構内でのポスターの掲示及び

J-ADビジョンにおけるポスターの放映。 

・冊子「みやぎ・復興の歩み 11」 

令和 4年 3月に 10,000部発行し，公共

施設を中心に約 2,500ヵ所へ発送。 

・「みやぎ復興のたび」 

令和 4年 3月にパンフレットを 20,000

部発行し,ウェブサイトを制作。 

・「復興みやぎフォトコンテスト」 

令和 3年 10月～11月に Instagramでフ

ォトコンテストを開催し,513件の投稿

があったほか,フォロワー数の増加に繋

がった。 
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（２）観光施設等の再建と受入態勢整備強化                            （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 

観光施設再生・

立地支援事業 
観光政策課 0 

震災により被害を受けた観光事業者が行う施

設・設備等の復旧に対して，経費の一部を支

援する。 

・募集を行い，問合せ等に都度対応した。 

（再生支援型，立地支援型共に申請件数

0件）。 
 

沿岸部交流人口

拡大モデル施設

整備事業 

観光政策課 150,000 

沿岸部に集客力の高い宿泊施設や観光集客施

設を設置する事業者に対して補助金を交付す

ることにより，宿泊などを伴う消費効果の高

い観光客を誘致し，沿岸部の活性化を図る。 

・令和 3年度は，令和元年度からの繰越

分（観光集客施設型 1件）が事業完了し

た。なお，令和 2年度に事業完了しなか

った 2件（観光集客型 2件）については，

令和 4年度に繰越する。 

 

みやぎ観光戦略

受入環境基盤整

備事業 

観光政策課 241,805 

観光客の安全な利用等に配慮した自然公園施

設の再整備や広域観光案内板の修正・整備等

を行う。 

・県内の登山道・遊歩道（蔵王，金華山，

御崎等）の整備等を行った。 

・広域観光案内板の修正を行った。 

○ 

中小企業経営安

定資金等貸付金 
商工金融課 87,000 

観光客の利便性の向上及び安全・安心の確保

を図るため，中小企業者が観光施設の整備等

を行う際に，“伊達な旅”整備促進資金によ

り，資金融通の円滑と観光産業の振興を図る。 

・観光施設の整備等を行う中小企業者に

対し，“伊達な旅”整備促進資金による

融資を行い，資金の融通を図った。 

 融資件数 3件 金額 69,900千円 
○ 

高規格幹線道路

の整備促進， 

地域高規格道路

の整備推進 

道路課 1,683,340 

産業・観光振興，地域間交流の活性化等を図

るため，高規格幹線道路（常磐自動車道等）

の整備促進，及び地域高規格道路（みやぎ県

北高速幹線道路）の整備を推進する。 

【地域高規格道路】 

 みやぎ県北高速幹線道路の県北Ⅲ期

（佐沼工区）は，令和 3年 12月 17日に

供用を開始した。 
 

 

戦略プロジェクト４ 合計 １５事業 ２，５１０，９４５千円 
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戦略プロジェクト５ 感染症により落ち込んだ観光需要の回復と持続可能な観光地づくり 

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ観光需要の回復と持続可能な観光地づくりに向けて，観光事

業者等が資金繰りや雇用を維持し，観光業を回復軌道に乗せ，その後の成長軌道に繋げていくための取組を推進

した。 

 

（１）安全・安心の機運の醸成と可視化により，選ばれる観光地をつくる              （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

商店街グロ

ーアップ支

援事業 

商工金融課 36,221 ○ ○ ○ ○ 

外出自粛などの影響により集客

が落ち込んだ商店街組合などが

実施する新型コロナウイルス影

響下での集客促進の取組及び収

束後も見据えた持続発展的な取

組に対して補助する。 

・県内商店街組合等 22者に対し，

36,221千円の交付を行った。 

 

安心な観光

地づくり推

進事業 

観光政策課 10,664 ○ ○ ○ ○ 

PRポスターやステッカー等によ

り，観光事業者等が行う安全・安

心の取組について可視化すると

ともに，優良事例の情報発信を行

い，観光客受け入れに向けた機運

醸成を図る。 

・県内宿泊施設 40件，観光施設 11件

にポスターとステッカーの発行を行っ

た。 

・チェックリスト掲載施設を観光連盟

ホームページに公開し，情報発信を行

った。 

・感染予防対策徹底を促すリーフレッ

ト・ちらし，ツールを作成し，観光客

に対する啓発普及を実施。      

・宿泊観光施設内での感染症対策の取

組を推進することを目的とした研修会

を県内 3箇所で開催。        

・県内宿泊施設でクラスターが発生し

た際に速やかに実地確認ができるよう

体制を整えた。 

 

「安全・安心

な観光地づ

くり」推進事

業 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

1,539 ○ ○ ○  

新型コロナウイルス感染症に係

る安全・安心対策ポスターの作成

や新型コロナ感染症に係る安全

対策講習会を行う。 

・R2に作成した栗原地域独自の観光事

業者向け「新型コロナウイルス感染症

感染予防ガイドライン」について，当

所 HPやポスターを活用して取組 PRを

実施した。 

・安全・安心な観光地としてアピール

するため，インフルエンサーを活用し

て YouTubeや Instagramによる PR活動

を実施した。 

・取組推進に向け，各事業者の情報発

信力の強化を目的に，動画作成講座を

開催した。 

 

スタッフブ

ログ「南三陸

＆気仙沼を

体感！“来て

見て浜ライ

ン”」 

気仙沼地方

振興事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

気仙沼・本吉地域の復旧・復興情

報や見所，イベント情報などにつ

いて，取材を通じて情報収集し，

ブログにより情報発信を行う。 

・観光や飲食店の情報のほか，気仙沼・

本吉地域で活躍している方を紹介し

た。 
○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

アプリ活用感

染症拡大防止

支援事業 

デジタルみや

ぎ推進課 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

過去にクラスターが発生した業種

の店舗等の対象施設を利用する場

合に，利用者がメールアドレスを

県の電子申請システムに登録する

ことにより，当該施設において感

染者が認められた場合，利用者に

対し，迅速に感染情報等をメール

で伝達する「みやぎお知らせコロ

ナアプリ（MICA））」の提供を行

う。 

・令和 3年度末現在における利用施設数 

1,314施設（前年度末から 728施設増） 

延べ利用者登録数 50,346人 

（前年度末から 34,062人増） 

 

県民会館感染

症対策事業 

消費生活・ 

文化課 

－ 

（非予算） 
○    

県民会館の感染症拡大防止対策に

あたり必要な設備等を導入する。 

・館内において，施設利用者来観客に対

してマスクの着用や消毒の徹底を呼び

かけるなどの基本的な感染症対策を講

じた。また，大ホール講演において 3

密とならないように施設利用者には配

慮を求めた。 

 

 

慶長使節船ミ

ュージアム感

染症対策事業 

消費生活・ 

文化課 

－ 

（非予算） 
○    

慶長使節船ミュージアムの感染症

拡大防止対策にあたり必要な設備

等を導入する。 

・館内において，施設利用者来観客に対

してマスクの着用や消毒の徹底を呼び

かけるなどの基本的な感染症対策を講

じた。 
 

感染症発生対

策事業 

疾病・感染症

対策課 
5,640,286 ○    

旅行者を含めた一般の方から新型

コロナウイルス感染症に関する健

康相談を受け付けるための電話相

談窓口（受診・相談センター）の

運営を行うとともに，感染者発生

時は積極的疫学調査や入院措置等

により感染拡大防止を図る。 

・受診・相談センターの運営を行ったほ

か，感染症患者の検査及びまん延防止の

ための積極的疫学調査等を実施した。 

 相談対応等件数 120,121件 

 PCR検査件数   363,886件 

 

クルーズ船受

入促進事業 
港湾課 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

国内外からの誘客を図るため，仙

台塩釜港へのクルーズ船の誘致活

動を行うとともに，新型コロナウ

イルス感染症対策を講じた寄港時

の受入対応を行う。 

・関係団体と共にクルーズ船社へ誘致活

動を 1回行ったほか，寄港時の感染症対

策を講じた受入対応について打合せを

行った。 
○ 

仙台空港感染

症対策強化支

援事業 

空港臨空地域

課 
39,823 ○ ○ ○ ○ 

仙台空港における感染症対策の強

化を図るため，仙台国際空港株式

会社が行う対策強化に向けた取組

を支援する。 

・仙台国際空港株式会社において，構内

清掃のための掃除ロボットや非接触自

動チェックイン機，デジタルサイネー

ジ，ウイルス抑制装置などを導入し，空

港ビル内の感染症対策の強化を図った。 

 

先進的インバ

ウンド促進事

業 

観光プロモー

ション推進室 
10,000 ○ ○ ○ ○ 

海外現地代理人機能を活用し，現

地メディア等へのプレゼンテーシ

ョン等により認知度向上に取り組

む。また，海外市場向けコンテン

ツ開発やインバウンド受入環境整

備等を実施し，インバウンド回復

に備えた観光拠点化への整備を促

進する。 

・令和 3年度インバウンド向け滞在・体

験コンテンツ強化事業 

 ワークショップ開催数 5回 

 将来販売可能なプラン造成数 9本 

・令和 3年度芸術祭連携による将来のイ

ンバウンド誘客支援事業 

 動画再生数 138.4万回 

○ 

欧米豪を対象

とした長期滞

在型観光プロ

モーション事

業 

観光プロモー

ション推進室 
4,990 ○ ○ ○ ○ 

令和 3年度に開催される東京オリ

ンピック・パラリンピックを契機

として本県の情報発信を行うこと

で，インバウンド回復に向けた認

知度向上を図る。 

・東北ハウス「宮城県デー」実施運営業

務 

 本県コーナー来場者 444名 

 アンケート取得数  403名 
○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

外国人観光客

誘致促進事業 

観光プロモー

ション推進室 
18,034 ○ ○ ○ ○ 

外国人観光客の誘客回復のため，

トップセールスや旅行博出展等を

実施するほか，台湾，中国のサポ

ートデスクを活用し，セールスコ

ールや招請事業等を一体的に行

う。 

併せて，SNSによる情報発信を各市

場に対し一元的に実施する。 

・外国人観光客誘客事業 

仙台市と共同で大台南国際旅行博

（R3.11.12～11.15）にブース出展した。 

・現地誘客促進事業 

台湾や中国の現地サポートデスクによ

る現地旅行会社へのセールスコールや

現地旅行博，商談会への参加等によりウ

ィズコロナ，アフターコロナにおける速

やかな誘客の回復及び更なる誘客促進

を図った。 

・誘客促進情報発信事業 

本県が管理する海外向け公式 SNSを効

果的に活用し観光情報を継続的に発信

した。アジア 4市場の平均投稿数は 134

本。フォロワー数は台湾が約 131,700

人となった。 

○ 

東北連携によ

る外国人観光

客誘致促進事

業 

観光プロモー

ション推進室 
34,205 ○ ○ ○ ○ 

海外から東北への誘客を図るた

め，東北各県や東北観光推進機構

等と連携し，東北が一体となった

観光プロモーション等の取組を行

い，外国人の誘客促進を図る。 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた事業者向けプ

ロモーション事業 

 在日旅行会社招請 23社 

 教育旅行関係者招請 48名 

・東京オリンピック・パラリンピック以

降の継続誘客を見据えた消費者向けプ

ロモーション事業 

 タイ向けオンラインイベント開催  

193,129PV 

 インフルエンサー招請 7名 

 メディア招請 8社 

・海外富裕層旅行者の誘客促進事業 

 在日旅行会社招請 9社 

  セールスコールの実施 8社 

・東京オリパラ期間をきっかけとした東

北への誘客促進事業 

 オリパラ期間における情報発信ブー 

スの設置 TMC：6週間，JRC：1か月 

・東北広域での二次交通対策事業 

 広告配信 195,432PV 

○ 

他県連携等に

よる外国人観

光客誘致促進

事業 

観光プロモー

ション推進室 
13,399 ○ ○ ○ ○ 

県内飲食店の外国語対応を支援す

ることで，外国人観光客が県内を

旅行する際の満足度を高めるとと

もに，県内観光消費の拡大を図る。 

・令和 3年度飲食店外国語対応支援事業 

 勉強会開催数 10回 

 個別コンサルティング 31事業者 

 情報発信 12,970リーチ 
○ 

仙台空港国際

線路線 V字回

復事業 

観光プロモー

ション推進室 
23,000 ○ ○ ○ ○ 

新型コロナウイルスの感染拡大に

より落ち込んだ東北全体のインバ

ウンド数の V字回復に向けて，仙

台国際空港の国際定期路線の再開

に関連した PRを集中的に実施す

る。 

・仙台空港と連携した仙台空港国際定期

路線 V字回復事業 

 広告配信 97,058PV 

・航空会社と連携した仙台空港国際定期

路線 V字回復事業 

 動画制作数 12本 

 インプレッション数 21,387,627回  
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

多文化共生推

進事業 
国際政策課 10,841 ○ ○ ○ ○ 

多文化共生の基本理念の普及・浸

透を目指し，「第 3期宮城県多文

化共生社会推進計画」に基づき，

今後一層の増加が見込まれる外国

人に対し，地域において更なる受

入環境整備を図ることを目的とし

た事業を実施する。 

・みやぎ外国人相談センターの設置運営

（相談件数 302件） 

・災害時通訳ボランティアの整備（登録

者数 121人，18言語） 

・多文化共生シンポジウムの開催（1回，

参加者 57人） 

・民生児童委員向け多文化共生啓発チラ

シの作成配布（5,000部） 

・多文化共生社会推進審議会の開催（2

回） 

・知事と外国人県民との座談会の開催（1

回,参加者 3人） 

・技能実習生等との交流会の開催（1回，

参加者 77人） 

・ICTの活用も含めた日本語学習支援の

実施（3地域） 

・やさしい日本語研修会（3箇所，参加

者 53人） 

 

外国人県民安

全・安心確保

事業 

国際政策課 2,617 ○ ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症に関す

る情報発信機能の強化及び健康相

談窓口（コールセンター）の多言

語化により，外国人の不安解消を

図る。 

・新型コロナウイルス感染症関連情報の

多言語発信（英語，中国語，韓国語，ベ

トナム語，ネパール語，やさしい日本語）

を実施  

・新型コロナウイルス感染症受診・相談

センター及び副反応相談センター窓口

において，外部の多言語コールセンター

を活用（委託）し，三者通話での多言語

相談を実施（相談件数 156件） 
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（２）回復フェーズに応じた取組推進と観光資源の魅力の再発見                  （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

教育旅行誘

致促進事業 
観光政策課 50,858 ○ ○ ○ ○ 

教育旅行を通じて本県の魅力を

伝えることは，将来的に進学，就

職，家族の旅行先などのリピータ

ーづくりにも繋がり，長期的な交

流人口の確保が見込めることか

ら，教育旅行の誘致を促進するた

め，教育旅行等コーディネート支

援センター（観光復興支援センタ

ー）の運営，バス助成金及び北海

道，北関東，中部以西等でプロモ

ーションを実施する。 

・旅行者の相談や受入調整などのマッ

チング支援（84件：延べ 3,250名）を

実施した。 

・北海道及び首都圏，関西圏の学校関

係者，教育旅行関係団体，旅行会社を

対象としたセミナー等を開催した。 

・教育旅行関係団体や中学校・高等学

校教職員を対象とした教育旅行モニタ

ーツアーを開催した。 

・教育旅行バス助成事業として,110件

19,740,000円を交付した。 

○ 

宮城ワーケ

ーション推

進プロジェ

クト 

観光政策課 19,464  ○ ○ ○ 

新たな観光の在り方として期待

が向けられている「ワーケーショ

ン」の需要を取り込むため，ビジ

ネスパーソンにとって魅力的な

ワーケーションプログラムの造

成と普及を図る。 

・地域の宿泊事業者等 6者に対し補助

を行い，宮城ならではのワーケーショ

ンプログラム造成を行った。また，委

託業務において造成したプログラムの

PRのほか，宮城ワーケーション協議会

との連携のもと，県内企業向けセミナ

ーや他県との交流イベントにより宮城

ワーケーションの普及促進を図った。 

○ 

蛻変プロジ

ェクト 

観光政策課 

・富県宮城推

進室・商工金

融課 

3,390  ○ ○ ○ 

地域に賑わいを取り戻すために，

地域の担い手が自らの地域の強

みや課題を見つめ直し，その解決

に向けて自ら考案した地域初の

アイデアを形にしていく一連プ

ロセスの経験により「シビックプ

ライド」の強化を図り，自らの知

恵と行動で地域に賑わいを創出

することを目指す。 

・地域の観光事業者・宿泊事業者の若

手経営者等とワークショップ（意見交

換，勉強会）を開催（ワークショップ

の開催：7回） 

・「観光地空き家利活用推進モデル業

務」を実施し，空き家調査やビジネス

の実現可能性調査を行った。 

○ 

観光誘客推

進事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

68,583 ○ ○ ○ ○ 

夏や冬の観光キャンペーンに加

え，観光キャンペーンキャラクタ

ーの起用などにより，震災復興タ

イアップ事業など通年での観光

キャンペーンを展開する。 

・四季ごとの特色ある観光資源を切れ

目なくプロモーションすることによ

り，一定期間の誘客に留まることなく，

一年を通して観光客入込数の底上げを

図るため,観光キャンペーンを実施し

た。 

 みやぎ応援ポケモン「ラプラス」と 

コラボしたスタンプラリーやカフェ 

の実施 

 NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」 

やアニメ「バクテン!!」と連携した 

情報発信 

 県内スキー場と連携したキャンペー 

ン 

 誘客キャラバンの実施 等 

○ 

東北デステ

ィネーショ

ンキャンペ

ーン推進事

業 

観光プロモ

ーション推

進室 

66,309  ○ ○ ○ 

令和 3年 4月から 9月まで開催さ

れる「東北デスティネーションキ

ャンペーン」により，復興に向け

て歩む東北の姿を見ていただき，

これまで国内外から寄せられた

支援に対する感謝の気持ちを伝

えるとともに，新型コロナウイル

スにより落ち込んだ観光需要の

回復を図る。 

・東北デスティネーションキャンペー

ン開催期間中（R3.4.1～R3.9.30），東

北各県と連携した情報発信や，地域で

のおもてなし等を行った。 

・東北 DC特設サイトでの情報発信 

・ガイドブック（6県版・宮城県版）

の製作・配布 

・S-styleなどの情報誌での観光情報

発信 

・JR仙台駅や女川駅などでのお出迎え 

・Welcome To TOHOKU隊の募集 等 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

宮城オルレ

推進事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

29,769 ○ ○ ○ ○ 

韓国済州島発祥のトレッキング

コース「オルレ」の宮城県版「宮

城オルレ」のコースを県内各地で

整備し，魅力あるコンテンツとし

て磨き上げ，国内外からの誘客促

進・交流人口の拡大を図る。 

・国内向けでは，新型コロナウイルス

感染症対策を実施しながら 11月1日～

3月13日まで「宮城オルレフェア 2021」

を開催し，各コースで実施されたイベ

ントには 300人以上が参加。 

・平成 30年 10月のオープン以降，国

内外から約 4万人の利用者があり，誘

客促進に寄与した。 

・登米コースオープニング代替イベン

トを実施し，約 90人が参加。 

・既存コースを PRする動画制作及び広

告配信を行い，認知度向上を図った。 

○ 

国内線を利

用した宮城

県への誘客

プロモーシ

ョン事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

16,920   ○  

航空事業者に対する需要喚起施

策を講じることを目的に，航空事

業者と連携した誘客プロモーシ

ョンを実施する。 

・仙台国際空港（株）と連携して，就

航している航空会社 7社において，WEB

広告の配信や仙台着旅行商品の PR，各

社の WEB・SNSで宮城県への誘客プロモ

ーションを実施した。 

・東北 DCの開催に合わせて，仙台空港

に横断幕・のぼり・フラッグを掲出し，

機運醸成とおもてなし態勢の充実を図

った。 

 

地域周遊型

誘客促進事

業 

観光プロモ

ーション推

進室 

60,899 ○ ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染拡大に

より，大きく落ち込んでいる観光

需要を喚起するため，コロナ禍に

おいて注目されている域内周遊

に焦点を当て，近場の魅力を再発

見しながら旅行を楽しんでいた

だく域内流動の促進を図る。 

①乗って応援！伊達バスツアー 

・バスツアー造成補助 8者 

・バスツアー運行経費補助 13本 

②アフターコロナ 観光需要喚起事業 

・バス事業者，各観光事業者のコンテ

ンツ整備 

③県制 150周年プレ企画 

・謎解きスタンプラリー 

④地域の特色を生かした旅行商品造

成，企画（各地域振興事務所） 

・スタンプラリー 

・バスツアーの造成，催行 

・地域限定の相互交流を目的とした旅

行商品の造成，催行 

○ 

宿泊・観光需

要創出事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

1,908,258  ○   

新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により旅行需要が落ち込

んだことから，宿泊事業者への支

援，並びに，落ち込んだ観光・宿

泊需要の早期回復を図るため「み

やぎ宿泊割キャンペーン」を実施

する。 

①みやぎ宿泊割キャンペーン「買って

応援！宿泊前売券プラン」 

＜概要＞ 

額面 1,000円の宿泊前売券を 500円で

販売（5枚１セットで販売したため，

額面 5,000円の宿泊前売券を 2,500円

で販売） 

＜販売期間＞ 

令和 3年 6月 15日から令和 3年 8月

31日まで 

＜利用期間＞ 

令和 3年 10月 1日から令和 4年 3月

31日まで 

②みやぎ宿泊割キャンペーン「泊まっ

て応援！宿泊割引＆クーポン付きプラ

ン」 

＜概要＞ 

宿泊代金の割引（宿泊代金の 2分の 1，

1泊当たり最大 5,000円）及び地域限

定クーポン券の配布（１泊当たり最大

2,000円分） 

＜実施期間＞※令和 4年度も継続 

令和 3年 10月 15日から 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

みやぎ観光

デジタルマ

ーケティン

グ推進事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

66,379 ○ ○ ○ ○ 

デジタルの特性を生かし，コロナ

の影響を踏まえた新たなプロモ

ーション対象者の分析，WEBサイ

トの改善等を行うとともに，マー

ケティングの発想に基づくプロ

モーションを展開することで，本

県の認知度向上を図る。また，コ

ロナ禍のプロモーションの最適

化を図り，分析結果を活用した効

果的・効率的な誘客に取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング

推進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファ

ミリー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

○ 

新型コロナ

ウイルス感

染症拡大防

止協力金 

富県宮城推

進室 
46,821,573 ○    

新型コロナウイルス感染拡大防

止のため，県の要請や協力依頼に

応じて，対象期間に，施設の利用

停止や営業時間の短縮に全面的

に協力いただいた中小の事業者

へ市町村が実施した協力金の支

給に対し，補助を行う。 

・9期にわたり協力金の支給を実施。 

第 4期 R3.3.25～R3.4.5   

2,133,120千円 

※第 4期は R2からの繰越 

第 5期 R3.4.5～R3.5.6  

14,136,806千円 

第 5期延長 R3.5.6～R3.5.12  

1,999,002千円 

第 6期 R3.5.12～R3.6.1  

3,678,100千円 

第 7期 R3.6.1～R3.6.14  

1,490,463千円 

第 8期 R3.7.21～R3.8.17  

4,704,985千円 

第 9期 R3.8.17～R3.8.20   

587,688千円 

第 10期 R3.8.20～R3.8.27  

2,753,177千円 

第 11期 R3.8.27～R3.9.13  

8,562,888千円 

第 12期 R3.9.13～R3.10.1  

6,775,344千円 

計  46,821,573千円 

 

新型コロナ

ウイルス感

染症対応事

業者支援市

町村補助金 

富県宮城推

進室 
3,836,267 ○ ○   

市町村が地域の実状等に応じて

実施する事業者支援に対して，補

助を行う。（補助率 10/10） 

(1)事業継続支援 

(2)家賃補助支援 

(3)各種相談・申請支援 

(4)制度周知支援 等 

【第 2期】※第 2期は R2からの繰越 

・35市町村 82事業へ補助 

(1)事業継続支援 50 

(2)家賃補助支援 1 

(3)制度周知支援 1 

(4)感染症予防対策 5 

(5)要請対象区域支援 25 

補助金総額 2,893,156千円 

給付事業者数 21,757事業者 

【第 3期】 

・33市町村 41事業へ補助 

(1)事業継続支援 36 

(2)家賃補助支援 1 

(3)各種相談・申請支援 1 

(4)制度周知支援 1 

(5)感染症予防対策 2 

補助金総額 943,111千円 

給付事業者数 11,658事業者 

計 3,836,267千円 

→第 3期は R4へ繰越 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

中小企業経

営安定資金

等貸付金（コ

ロナ対応分） 

商工金融課 85,350,000 ○ ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症によ

り売上高が減少した中小企業者

に対して，民間金融機関を活用し

た資金繰り支援を実施するため，

取扱金融機関に対し預託原資の

貸し付けを行う。 

・新型コロナウイルス感染症により売

上高が減少した中小企業者に対して，

民間金融機関を活用した資金繰り支援

を実施した。 

 融資件数     4,762件 

 融資金額 88,968,076千円 

 

被災中小企

業者対策資

金利子補給

事業補助 

商工金融課 3,394,564 ○ ○ ○ ○ 

県制度融資「新型コロナウイルス

感染症対応資金」の金利負担を軽

減するため，利子補給を行う。 

・県制度融資「新型コロナウイルス感

染症対応資金」の金利負担を軽減する 

ため，利子補給を行った。 

利子補給対象融資件数 32,431件 

利子補給対象融資金額 

464,846,351千円 

利子補給金額   3,353,802千円 

 

商店街グロ

ーアップ支

援事業 

商工金融課 36,221 ○ ○ ○ ○ 

外出自粛などの影響により集客

が落ち込んだ商店街組合などが

実施する新型コロナウイルス影

響下での集客促進の取組及び収

束後も見据えた持続発展的な取

組に対して補助する。 

・県内商店街組合等 22者に対し，

36,221千円の交付を行った。 

○ 

中小企業等

再起支援事

業 

中小企業支

援室 
701,556 ○ ○ ○  

新型コロナウイルス感染症の拡

大によって業績が悪化し，経営の

維持向上に支障をきたしている

中小企業・小規模事業者が，早期

の再起を図るために行う，販路開

拓や感染防止対策などの取組を

支援する。 

・インターネット販売強化等による販

路開拓やアクリル板の導入等の感染防

止対策に取り組む中小企業・小規模事

業者に対し，中小企業等再起支援事業

補助金を交付し，事業者負担の軽減に

関する支援を行った。 

 申請期間：7月 15日～8月 4日 

 相談受付：補助金事務局コールセン

ター対応 

 支援件数：738件 

 支援額：600,371千円 

 

中小企業等

事業再構築

支援事業 

中小企業支

援室 
9,250  ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症の感

染拡大によって業況が悪化し，経

営の維持向上に支障をきたして

いる県内の中小企業等が，ポスト

コロナ・ウィズコロナ時代の経済

社会の変化に対応するため，持続

可能な経営形態への転換など事

業の再構築を図る取組を支援す

る。 

・国の「事業再構築補助金」の上乗せ

補助を実施し，事業の再構築に取り組

む県内の中小企業・小規模事業者に対

し，中小企業等事業再構築支援補助金

を交付し，事業者負担の軽減に関する

支援を行った。 

 申請期間：6月 28日～2月 28日 

 支援件数：2件 

 支援額：8,093千円 

 

宮城県雇用

維持交付金 
雇用対策課 20,472 ○ ○ ○  

新型コロナウイルス感染症の影

響により事業活動の縮小を余儀

なくされ，国の「雇用調整助成金

等」の支給決定を受けた中小企業

の事業主に対し，休業等の雇用維

持に要した経費の一部を助成す

る。 

・雇用維持に取り組む事業者に対して，

宮城県雇用維持交付金を支給した。 

 支給件数 90件，支給額 19,815

千円  

みやぎ人財

活躍推進プ

ロジェクト 

雇用対策課 139,754    ○ 

女性や高齢者等の潜在的労働力

の掘り起こしから就職までをト

ータルかつきめ細かにサポート

する雇用支援拠点の設置と県内

企業の受入環境の整備支援を，3

年間，集中的に実施し，求人・求

職側の双方から多様な人材の活

躍を推進することで，企業の競争

力の源泉である「人財」の確保を

進め，富県宮城の実現を雇用政策

面から支える。 

・多様な人材の活躍を推進するため，

就職支援拠点を設置し，各種支援を実

施した結果 566人の就職に繋がったほ

か，地域企業を牽引するフラグシップ

企業の育成に向けた 17社の伴走支援

により職場環境の改善に繋がった。  
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

みやぎ蔵王ブ

ランド推進事

業 

大河原地方振

興事務所 
1,812 ○ ○ ○ ○ 

仙南地域の「食と観光のブランド

化」を目的とした産業振興と広域

観光推進を図るため，仙南地域広

域観光推進プランに基づき，「み

やぎ蔵王三十六景」，「みやぎ蔵

王温泉郷」等を活用した観光振興

策を，管内市町・関係機関・DMO・

周辺観光圏との連携により展開す

る。 

①みやぎ蔵王三十六景ブランド創

造会議開催事業 

②食のブランド化事業 

③広域観光・物産情報の発信強化

事業 

④みやぎ蔵王温泉郷振興事業 

⑤広報・展示事業 

①「みやぎ観光振興会議」開催(計 3回)。 

②食のブランド化事業 

・仙南の郷土料理「おくずかけ」をお宿

＆日帰りで味わう！キャンペーン(温泉

宿 3館でてぬぐい 94枚，飲食店 8店舗

でキーホルダー940個配布) 

・せんにゃんスイーツ＆カフェマップの

作成(60店舗掲載，12,000部)，せんに

ゃんスイーツ＆カフェラリー開催(48

店舗，参加 519人) 

・「食と観光のブランド化に関する研修

会」開催(参加 23人) 

・「みやぎ蔵王三十六景地域の逸品」の

推奨(新規 21品目)。 

③公式 Twitter開始(700フォロワー)

「ひなの郷せんなん」として，管内及び

隣県のひな祭りイベントと菓子店を一

体的に紹介。 

④温泉宿で前述の「おくずかけ」キャン

ペーンを実施。 

⑤前述の Twitterの他，HP，ブログ，温

泉郷 Facebookにより情報発信。 

〇 

地元の魅力再

発見・観光モ

デルプラン造

成発信事業 

大河原地方振

興事務所 
559 ○ ○ ○ ○ 

みやぎ観光振興会議圏域会議のワ

ーキンググループの活動として，

地域における新たな観光モデルプ

ラン（日帰りプラン）を作成する

とともに，観光ツアーを造成し，

情報発信により誘客を促進する。 

・「農作業体験＋α」の日帰りモデルプ

ランを作成し，県民向けモニターツアー

を実施（夏秋 2回，参加 27人） 

 モニターツアー結果を踏まえて令和 

4年度伊達なバス旅に 4商品提案（日 

帰りツアー3商品掲載） 

○ 

仙台・宮城観

光キャンペー

ン推進協議会

県南地域部会

事業 

大河原地方振

興事務所 

1,827 

 
○ ○ ○ ○ 

仙台・宮城観光キャンペーンを通

じて，部会員及び関係者が連携し，

県南エリアの交流人口の増加を図

る。 

・特別企画「ご当地キャラクターを探

せ！2021」の開催(803人応募) 

・通年版ガイドブック「ぐるり県南」の

増刷(15,000部） 

・みやぎ仙南サイクルツーリズム初心者

体験ライドにおける観光 PR(3回，参加

45人) 

○ 

SNS等を活用

した積極的な

情報発信 

大河原地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

Twitterをはじめ，ブログや

Facebook等の SNSを最大限活用

し，仙南圏域の観光や食の魅力を

発信する。 

・4月から開始した Twitterで管内の観

光や食に関する情報を約 800件発信し

た。インフルエンサー「仙台弁こけし」

とのコラボキャンペーンを行ったこと

で，フォロワー数が 700人を超えた。そ

の他，事務所 HP(約 30件)，ブログ(約

70件)，温泉郷 Facebook(約 40件)で情

報発信した。 

○ 

地元飲食店応

援プロジェク

ト in広域仙

台都市圏 

仙台地方振興

事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○  

新型コロナウイルスにより打撃を

受けている管内飲食店を支援する

ため，市町村からテイクアウト・

デリバリー対応店舗等の情報を収

集し，県ホームページをはじめと

した各種広報媒体で広く周知す

る。 

・新型コロナウイルスにより打撃を受け

ている管内飲食店を支援するため，市町

村からテイクアウト・デリバリー対応店

舗等の情報を収集し，7市町村，3団体，

2企業の情報を県ホームページを活用

して広く周知した。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

仙山交流連携

促進事業 

仙台地方振興

事務所 
360   ○  

文化面・交通面での結びつきが強

い宮城県仙台地域及び山形県村山

地域合同の特産品販売会等を支援

するとともに，両地域の魅力を発

信する広報物を作成することで，

両地域の相互交流をさらに深め

る。 

・仙台・松島エリア及び山形県村山エリ

アの魅力を発信するため，両エリアのス

イーツや癒しスポットを紹介するパン

フレット「スイーツと癒しマップ」を作

成，配布した。（10,000部） 

・仙台管内と山形県村山管内の情報共有

と連携方法の模索を目的に「仙山交流連

携促進会議」を開催した。（19市町村

43人参加） 

○ 

周遊・在宅並

行型観光誘客

促進事業 

仙台地方振興

事務所 
4,925   ○  

新型コロナウイルス感染症の影響

下においても，圏域内観光産業の

回復を図るため，観光施設等につ

いて，周遊型・在宅型という 2種

類のデジタルスタンプラリー企画

を開催することで，誘客・周遊促

進を目指す。 

また，同企画に係る広報を通じた

圏域内観光コンテンツの魅力発信

や，企画の景品として圏域内の産

直施設・観光施設の金券類や地場

産品等を贈呈することにより，圏

域への来訪意欲の向上と圏域内で

の消費拡大を図る。 

・仙台圏域観光施設等への誘客・周遊促

進と観光コンテンツへの興味誘引を促

すため，県内・近県向けの周遊型及び全

国向けの在宅型の 2パターンのデジタ

ルスタンプラリーを実施した。参加者デ

ータの分析により誘客施策の参考に資

するとともに，地場産品を景品とするこ

とで，地域の魅力発信と消費喚起にもつ

ながった。（参加者：周遊型 604人，在

宅型 3,376人） 

○ 

仙台圏域内観

光コンテンツ

の魅力再発

見・再発信事

業 

仙台地方振興

事務所 
546   ○  

圏域の魅力が存分に伝わる写真や

動画を撮影し，また，それらを活

用した広報を行うことで，コロナ

禍におけるマイクロツーリズム機

運に対応して，近隣住民が本圏域

の魅力を再発見し，訪れる契機と

する。 

加えて，収束後の観光需要高騰を

見越した情報発信により，本圏域

が数ある観光地に出遅れることな

く観光誘客を推し進めるための環

境を整える。 

・仙台圏域の観光コンテンツの魅力を各

種媒体で発信するため，それに用いる素

材写真の撮影及び動画の作成を行った。

（28コンテンツ） 

○ 

大崎地域飲食

店等支援事業 

北部地方振興

事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○   

新型コロナウイルス感染症の感染

拡大により，集客や売上の面で深

刻な影響を受けている飲食店を支

援するため，大崎地域のテイクア

ウトやデリバリーサービスを提供

する飲食店情報を収集し，県ホー

ムページなどの各種媒体で広く周

知する。また，大崎合同庁舎に勤

務する職員に対し，地元飲食店等

の商品斡旋を継続的に実施する。 

・大崎合同庁舎に勤務する職員を対象と

した地元飲食店等の商品斡旋を 30回

（総販売額 2,439,534円）実施した。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

食関連イベ

ント支援事

業 

北部地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 
 ○ ○  

大崎地域の交流人口を増加させ

るため，また，地場産品の魅力発

信及び消費拡大を図るため「おお

さき料理対決」等のイベント開催

を支援する。 

・昨年度と同様に新型コロナウイルス

感染症の影響により，積極的な取組が

実施できなかったが，大崎地域の料理

人や旅館ホテル経営者等で構成される

「おおさき楽友会」と今後の実施につ

いて意見交換を実施した。 

 

くりはらマ

ルシェの開

催 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

158  ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症の影

響により販売機会が減った栗原

地域の物産品の PR販売会を実施

する。 

・県庁 1階ロビー（2日間・4事業者），

はすまつり若柳会場（1日間，6事業

者），栗原合同庁舎（キッチンカーと

共催，1日・6事業者）において，くり

はらマルシェを開催し，商品 PRと販路

拡大を図った。 

 

シビックプ

ライド醸成

セミナー 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

100  ○ ○ ○ 

観光客に栗原の魅力を伝え，心温

かく案内できる観光ガイドを養

成するための講座を開設する。 

地域の方々が地元の魅力を再認

識する機会を創出し，地域内旅行

（マイクロツーリズム）の機運醸

成を図る。 

・シビックプライドの醸成を目的とし

たセミナーを開催した。 

 セミナー 5日（7コマ），受講者 

21人  

栗原地域周

遊モデルコ

ースの磨き

上げと PR 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

570  ○ ○ ○ 

栗原の自然や食，様々な観光施設

や体験型コンテンツ，農泊・民泊

での宿泊体験等と組み合わせ，宿

泊を伴う周遊モデルコースを開

発し，PRする。また，開発したコ

ースによる体験モニターツアー

を実施する。 

・滞在型観光を目的とした周遊モデル

コースを開発し，R2に作成したパンフ

レットを用いてイベント等で PRした

他，うち 1コースについて YouTube動

画を作成し PRした。 

 モデルコース 6コース，ガイド  

2,000部，YouTube動画 1本 

 

大学ゼミ合

宿等の誘致

による合宿

観光推進事

業 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

2,902  ○ ○ ○ 

閑散期の観光客獲得を目指して，

大学ゼミやサークル等の合宿誘

致に係るプロモーション活動を

行う。 

・大学ゼミやサークル等の合宿誘致に

係るパンフレット 2,000部及び

YouTube動画 1本を作成し，直接訪問

（10ゼミ），郵送などによりプロモー

ション活動を実施した。 

 

栗原周遊ス

タンプラリ

ー 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

1,665  ○ ○  

栗駒山や伊豆沼・内沼などの自然

及び観光関連施設の周遊や，体験

型コンテンツを活用した滞在型

観光の推進を図るため，アクティ

ビティーを取り入れた企画や地

域のイベント等と連動したスタ

ンプラリーを実施する。 

令和 3年 10月 1日～12月 12日に実施。

スタンプラリー台紙を 15,000部作

成し，632件の応募，127件のアンケ

ート回答があった。  

地元の魅力

再発見・観光

モデルプラ

ン造成発信

事業 

東部地方振

興事務所 
815 ○ ○ ○ ○ 

みやぎ観光振興会議圏域会議の

ワーキンググループの活動とし

て，地域における新たな観光モデ

ルプラン（日帰りプラン，宿泊プ

ラン）を作成するとともに，観光

ツアーを造成し，情報発信により

誘客を促進する。 

・石巻市，東松島市，女川町の 3市町

ごとに 15秒，石巻圏域全体の 60秒の

観光プロモーション動画を作成し，

Facebook広告に掲載した。 

 動画再生回数 30万回 

○ 

関係人口を

大切にする

「石巻エリ

アファンク

ラブ」構築に

関する事業 

東部地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 
  ○ ○ 

石巻地域の復興ボランティアな

どをターゲットに石巻エリアフ

ァンクラブを構築する。また，リ

アルタイムでの情報発信や県内

外でのイベント等を開催する。 

・石巻エリアファンクラブの会員拡大

のための周知等を行った。 

 ホームページ，SNS，ポスター及びチ 

ラシ配架等による周知 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

地域の復興

状況及び魅

力等発信事

業 

東部地方振

興事務所 
528  ○ ○ ○ 

石巻地域の復興状況や魅力など

を，事務所公式 SNSにより広く発

信し，地域への誘客を図る。また，

多言語（英語，中国語）による情

報発信も展開し，世界に向け，コ

ロナ後の観光を促す。 

・英語版及び中国語版 Facebookによ

り，世界に向け情報発信を行った。 

 英語  89投稿 

 中国語 90投稿 
 

三陸地域の

物産と観光

展の開催 

東部地方振

興事務所 
352  ○   

県内及び隣接県等において，新型

コロナウイルス感染症の影響に

より販売機会が減った三陸地域

の物産品販売及び観光の PRを行

う。 

・隣接県において物産と観光の PRを行

った。（R3は東部地方振興事務所のみ） 

 道の駅国見あつかしの郷（福島県）  

16日間 
 

登米地域へ

の誘客及び

周遊促進事

業 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

838  ○ ○ ○ 

登米市産食材を活用し，市内飲食

店・菓子店等が参加する期間限定

フェアを開催する。また，女性向

けを意識したドライブマップを

作製し，登米地域への誘客と周遊

の促進を図る。 

 

 

・登米エリアドライブマップ作製 

 女性向けを意識した内容のドライブ 

マップを作製し，市内外の観光物産 

施設や交通拠点等に配架したこと 

で，登米地域内への誘客と域内周遊 

が促進された。 

・公式 Instagram1周年記念イベントの

開催 

 25のアカウントが参加した。イベン 

トの開催によりフォロワーに感謝を 

伝えるとともに，フォロワーによる 

登米の魅力発信が図られた。 

・登米市産食材の PR 

 「極上の味わい 登米産ササニシキ 

ごはんの日（令和 3年 10月 8日～11 

月 30日）」計 13か所の飲食店等が 

参加 

 「登米産りんご使っています（令和 

3年 10月 8日～12月 31日）」計 10 

か所の飲食店等が参加 

 PRを通じて，登米市産食材の認知度 

が向上するとともに，市内飲食店等 

における地産地消の取組が拡大し 

た。 

○ 

農泊・民泊受

入体制整備

事業 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

1,530 ○   ○ 

登米地域の特性を生かした宿泊

コンテンツの充実を図るため，ア

ドバイザーの派遣により民泊事

業の円滑な開業を支援すること

で開業者数の増加を推進し，農泊

等の宿泊観光客の受入体制を整

備する。 

・「登米地域民泊開業者アフターフォ

ロー勉強会」の実施 

・登米地域民泊アドバイザーの委嘱及

び派遣 

・農家民泊・民泊研修会等企画運営業

務 

 ①第 1回農泊・民泊・体験等運営者

向け研修会（令和 4年 1月 21日 25

名参加） 

 ②第 2回農泊・民泊・体験等運営者

向け研修会 現地視察（令和 4年 2月

19日 17名参加） 

 ③第 3回農泊・民泊・体験等運営者

向け研修会 ワークショップ（令和 4

年 2月 25日 9名参加） 

・登米の農家民泊等の PR強化に向けた

素材作成業務（農泊等の施設環境を紹

介する動画と写真の撮影を実施） 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

登米地域新

型コロナ対

策応援事業 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○  

新型コロナウイルス感染拡大対

策にアイデアや行動で取り組む

登米地域の企業や団体の取組を

事務所ホームページの特設ペー

ジ上で紹介する。 

・市内テイクアウト＆デリバリー対応

店紹介サイトの情報の掲載と掲載情報

の確認 

・管内農産物を活用し，消費拡大に取

組む活動を紹介 

・感染防止対策に対する応援活動を紹

介 

 

観光地域づ

くり推進事

業 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

－ 

（非予算） 
 ○ ○ ○ 

観光事業関係者による観光推進

体制構築の検討会等を開催する。 

・「登米の観光連携に関する意見交換

会」の開催（令和 3年 6月 8日，6月

28日） 

 参集範囲  

 登米地域内の観光関連事業者 7団 

体， 登米市 

○ 

登米圏域交

流人口拡大

推進事業 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

－ 

（非予算） 
 ○ ○ ○ 

登米圏域の交流人口の拡大を図

るため，登米圏域における観光客

受入体制の整備，イベント等の開

催，情報発信，人材育成等に取り

組む。 

・仙台・宮城観光キャンペーン推進協

議会及び同県北地域部会への参画 

・よしきたみやぎキャンペーン開催期

間中の地域情報の発信 
○ 

スタッフブ

ログ「南三陸

＆気仙沼を

体感！“来て

見て浜ライ

ン”」 

気仙沼地方

振興事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

気仙沼・本吉地域の復旧・復興情

報や見所，イベント情報などにつ

いて，取材を通じて情報収集し，

ブログにより情報発信を行う。 

・観光や飲食店の情報のほか，気仙沼・

本吉地域で活躍している方を紹介し

た。 
○ 

宮城県ＥＤ

ＧＥ（端っ

こ）相互交流

キャンペー

ン事業 

気仙沼地方

振興事務所 
1,400  ○   

気仙沼・本吉圏域と仙南圏域を相

互に交流した場合，宿泊施設にお

いて宿泊費の割引を行い，当該割

引実績額について，県から助成を

行う。 

・県内居住者による域内流動（マイク

ロツーリズム）を促進する旅行商品を

造成し販売した。  

三陸沿岸道

路ドライブ

マップ作成

事業 

気仙沼地方

振興事務所 
638  ○ ○  

誘客促進を図ることを目的に，圏

域内における観光客の滞留性・周

遊性の向上を目指す三陸沿岸道

路沿線のドライブマップを作成

する。 

・三陸沿岸道路延伸を契機とした圏域

内における観光客の滞留性・周遊性の

向上を目的とした「三陸沿岸道路沿線

ドライブマップ」を作成し，関係機関

に配布した。 

 

気仙沼地方

振興事務所

公式 Instagram

による情報

発信事業 

気仙沼地方

振興事務所 
180  ○ ○ ○ 

圏域内の観光資源の魅力を効果

的に情報発信するため公式Instagram

を開設し，フォロワー獲得のため

フォトコンテストを実施する。 

・Instagramを活用した効果的な情報

発信に努めた。また，新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響により落ち込ん

だ管内飲食業の需用回復を図るため，

管内飲食店の外観とそこで注文したフ

ードまたはスイーツの写真をセットに

して投稿してもらい，抽選により商品

を贈呈する「♯気仙沼南三陸スタイル 

グルメフォトキャンペーン」を実施し

た。 

 

デジタルス

タンプラリ

ー事業 

気仙沼地方

振興事務所 
574  ○ ○  

観光客の滞留性・周遊性の向上を

図るために，岩手県と連携し, 

当圏域及び大船渡圏域の観光施

設等に設置するポイントを巡る

デジタルスタンプラリー事業を

実施する。 

・三陸沿岸道路延伸を契機とした圏域

内における観光客の滞留性・周遊性の

向上を目的とした「デジタルスタンプ

ラリー」を実施した。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

スポーツ推

進事業 

スポーツ振

興課 
4,435 ○    

県内に本拠地を置くプロスポー

ツチームの試合興行や県内大規

模スポーツイベントにおける，衛

生資材の購入や継続的な集客等

のため，広報に要する経費への助

成を行う。 

・対象となった 5者（スポーツチーム

3，駅伝競技団体 2）に対して，衛生資

材の購入費や消毒スタッフの増員等に

係る経費の補助を行った。 
 

みやぎ県産

和牛消費拡

大推進事業 

畜産課 43,904  ○   

新型コロナウイルス感染症拡大

によって消費が落ち込んでいる

「仙台牛」などの銘柄牛の需要を

喚起し，生産者及び食肉事業者の

経営安定を図るため，仙台牛指定

販売店や提供店においてプレゼ

ントキャンペーンを実施する。 

・県内の仙台牛指定店 119店舗（飲食

店 72店舗，小売店 47店舗）において，

仙台牛等の購入や飲食者を対象に，購

入品と同等の賞品が当たる店頭スピー

ドくじによるプレゼントキャンペーン

を行った。 

・キャンペーンに当たっては，各テレ

ビ局，ラジオ，雑誌のほか，仙台駅に

おけるプロモーションを実施し，仙台

牛の認知度向上にも繋がった。 

 

県産水産物

需要喚起事

業 

水産業振興

課 
99,535 ○ ○ ○  

長期化する新型コロナウイルス

感染症拡大の影響で減少した県

産水産物，水産加工品の販売強化

を促進し，需要喚起や消費拡大を

図る。 

①対象商品購入によるポイント上乗せ

キャンペーンを実施した量販店に対し

て補助を実施。 

・4社 510店舗で実施 

②「みやぎ水産の日まつり」を拡大実

施し，出店者に対して販売に係る手数

料を補助した。 

・東西自由通路の活用 

・県制 150周年記念商品の販売・パネ

ル展示 

・豊かな海づくり大会絵画書道コンク

ール入賞作品の展示 

・補助対象：7者  

 

クルーズ船

受入促進事

業 

港湾課 
－ 

（非予算） 
○ ○ ○ ○ 

国内外からの誘客を図るため，仙

台塩釜港へのクルーズ船の誘致

活動を行うとともに，新型コロナ

ウイルス感染症対策を講じた寄

港時の受入対応を行う。 

・関係団体と共にクルーズ船社へ誘致

活動を 1回行ったほか，寄港時の感染

症対策を講じた受入対応について打合

せを行った。 ○ 
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（３）ニューノーマルに適応したビジネスモデル転換と新たな観光の創出              （単位：千円） 

事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

宮城ワーケ

ーション推

進プロジェ

クト 

観光政策課 19,464  ○ ○ ○ 

新たな観光の在り方として期待

が向けられている「ワーケーショ

ン」の需要を取り込むため，ビジ

ネスパーソンにとって魅力的な

ワーケーションプログラムの造

成と普及を図る。 

・地域の宿泊事業者等 6者に対し補助

を行い，宮城ならではのワーケーショ

ンプログラム造成を行った。また，委

託業務において造成したプログラムの

PRのほか，宮城ワーケーション協議会

との連携のもと，県内企業向けセミナ

ーや他県との交流イベントにより宮城

ワーケーションの普及促進を図った。 

○ 

新しい旅の

形に対応し

た宿泊施設

ビジネスモ

デル転換事

業 

観光政策課 137,113  ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症の影

響により，深刻な影響が生じてい

る県内宿泊事業者が行う，新たな

生活様式に適応したデジタル変

革によるビジネスモデルの転換

等に要する施設改修等経費の一

部を補助する。 

・令和 3年度は，令和 3年 6月中旬か

ら令和 3年 8月 17日まで募集を行い，

新たに施設機能強化 3事業者に交付決

定を行った。 

また，令和 2年度に交付決定し，令和

3年度に繰越していた施設機能強化タ

イプ 6事業者と設備等導入タイプ 15

事業者が事業完了した。 

○ 

蛻変プロジ

ェクト 

観光政策課 

・富県宮城推

進室・商工金

融課 

3,390  ○ ○ ○ 

地域に賑わいを取り戻すために，

地域の担い手が自らの地域の強

みや課題を見つめ直し，その解決

に向けて自ら考案した地域初の

アイデアを形にしていく一連プ

ロセスの経験により「シビックプ

ライド」の強化を図り，自らの知

恵と行動で地域に賑わいを創出

することを目指す。 

・地域の観光事業者・宿泊事業者の若

手経営者等とワークショップ（意見交

換，勉強会）を開催（ワークショップ

の開催：7回） 

・「観光地空き家利活用推進モデル業

務」を実施し，空き家調査やビジネス

の実現可能性調査を行った。 

○ 

東北デステ

ィネーショ

ンキャンペ

ーン推進事

業 

観光プロモ

ーション推

進室 

66,309  ○ ○ ○ 

令和 3年 4月から 9月まで開催さ

れる「東北デスティネーションキ

ャンペーン」により，復興に向け

て歩む東北の姿を見ていただき，

これまで国内外から寄せられた

支援に対する感謝の気持ちを伝

えるとともに，新型コロナウイル

スにより落ち込んだ観光需要の

回復を図る。 

・東北デスティネーションキャンペー

ン開催期間中（R3.4.1～R3.9.30），東

北各県と連携した情報発信や，地域で

のおもてなし等を行った。 

・東北 DC特設サイトでの情報発信 

・ガイドブック（6県版・宮城県版）

の製作・配布 

・S-styleなどの情報誌での観光情報

発信 

・JR仙台駅や女川駅などでのお出迎え 

・Welcome To TOHOKU隊の募集 等 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

欧米豪を対

象とした長

期滞在型観

光プロモー

ション事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

4,990 ○ ○ ○ ○ 

令和 3年度に開催される東京オリ

ンピック・パラリンピックを契機

として本県の情報発信を行うこ

とで，インバウンド回復に向けた

認知度向上を図る。 

・東北ハウス「宮城県デー」実施運営

業務 

 本県コーナー来場者 444名 

 アンケート取得数  403名 
○ 

みやぎ観光

デジタルマ

ーケティン

グ推進事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

66,379 ○ ○ ○ ○ 

デジタルの特性を生かし，コロナ

の影響を踏まえた新たなプロモ

ーション対象者の分析，WEBサイ

トの改善等を行うとともに，マー

ケティングの発想に基づくプロ

モーションを展開することで，本

県の認知度向上を図る。また，コ

ロナ禍のプロモーションの最適

化を図り，分析結果を活用した効

果的・効率的な誘客に取り組む。 

・みやぎ観光デジタルマーケティング

推進事業 

 VISIT MIYAGI改修 

 広告等 約 370,000PV 

・デジタル世代に向けた冬の域内ファ

ミリー周遊回復事業 

 動画制作 3本 

 動画広告等 487,695回再生  

○ 

東北連携に

よる外国人

観光客誘致

促進事業 

観光プロモ

ーション推

進室 

34,205    ○ 

海外から東北への誘客を図るた

め，東北各県や東北観光推進機構

等と連携し，東北が一体となった

観光プロモーション等の取組を

行い，外国人の誘客促進を図る。 

・東京オリンピック・パラリンピック

以降の継続誘客を見据えた事業者向け 

プロモーション事業 

 在日旅行会社招請 23社 

 教育旅行関係者招請 48名 

・東京オリンピック・パラリンピック

以降の継続誘客を見据えた消費者向け

プロモーション事業 

 タイ向けオンラインイベント開催  

193,129PV 

 インフルエンサー招請 7名 

 メディア招請 8社 

・海外富裕層旅行者の誘客促進事業 

 在日旅行会社招請 9社 

  セールスコールの実施 8社 

・東京オリパラ期間をきっかけとした

東北への誘客促進事業 

 オリパラ期間における情報発信ブー  

スの設置 TMC：6週間，JRC：1か月 

・東北広域での二次交通対策事業 

 広告配信 195,432PV 

○ 

商店街グロ

ーアップ支

援事業 

商工金融課 36,221 ○ ○ ○ ○ 

外出自粛などの影響により集客

が落ち込んだ商店街組合などが

実施する新型コロナウイルス影

響下での集客促進の取組及び収

束後も見据えた持続発展的な取

組に対して補助する。 

県内商店街組合等 22者に対し，36,221

千円の交付を行った。 

○ 

中小企業等

事業再構築

支援事業 

 

中小企業支

援室 

 

9,250  ○ ○ ○ 

新型コロナウイルス感染症の感

染拡大によって業況が悪化し，経

営の維持向上に支障をきたして

いる県内の中小企業等が，ポスト

コロナ・ウィズコロナ時代の経済

社会の変化に対応するため，持続

可能な経営形態への転換など事

業の再構築を図る取組を支援す

る。 

・国の「事業再構築補助金」の上乗せ

補助を実施し，事業の再構築に取り組

む県内の中小企業・小規模事業者に対

し，中小企業等事業再構築支援補助金

を交付し，事業者負担の軽減に関する

支援を行った。 

 申請期間：6月 28日～2月 28日 

 支援件数：2件 

 支援額：8,093千円 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

みやぎ蔵王ブ

ランド推進事

業 

大河原地方振

興事務所 
1,812 ○ ○ ○ ○ 

仙南地域の「食と観光のブランド

化」を目的とした産業振興と広域

観光推進を図るため，仙南地域広

域観光推進プランに基づき，「み

やぎ蔵王三十六景」，「みやぎ蔵

王温泉郷」等を活用した観光振興

策を，管内市町・関係機関・DMO・

周辺観光圏との連携により展開す

る。 

①みやぎ蔵王三十六景ブランド創

造会議開催事業 

②食のブランド化事業 

③広域観光・物産情報の発信強化

事業 

④みやぎ蔵王温泉郷振興事業 

⑤広報・展示事業 

①「みやぎ観光振興会議」開催(計 3回)。 

②食のブランド化事業 

・仙南の郷土料理「おくずかけ」をお宿

＆日帰りで味わう！キャンペーン(温泉

宿 3館でてぬぐい 94枚，飲食店 8店舗

でキーホルダー940個配布) 

・せんにゃんスイーツ＆カフェマップの

作成(60店舗掲載，12,000部)，せんに

ゃんスイーツ＆カフェラリー開催(48

店舗，参加 519人) 

・「食と観光のブランド化に関する研修

会」開催(参加 23人) 

・「みやぎ蔵王三十六景地域の逸品」の

推奨(新規 21品目)。 

③公式 Twitter開始(700フォロワー)

「ひなの郷せんなん」として，管内及び

隣県のひな祭りイベントと菓子店を一

体的に紹介。 

④温泉宿で前述の「おくずかけ」キャン

ペーンを実施。 

⑤前述の Twitterの他，HP，ブログ，温

泉郷 Facebookにより情報発信。 

〇 

仙台・宮城観

光キャンペー

ン推進協議会

県南地域部会

事業 

大河原地方振

興事務所 
1,827 ○ ○ ○ ○ 

仙台・宮城観光キャンペーンを通

じて，部会員及び関係者が連携し，

県南エリアの交流人口の増加を図

る。 

・特別企画「ご当地キャラクターを探

せ！2021」の開催(803人応募) 

・通年版ガイドブック「ぐるり県南」の

増刷(15,000部） 

・みやぎ仙南サイクルツーリズム初心者

体験ライドにおける観光 PR(3回，参加

45人) 

○ 

地元飲食店応

援プロジェク

ト in広域仙

台都市圏 

仙台地方振興

事務所 

－ 

（非予算） 
○ ○ ○  

新型コロナウイルスにより打撃を

受けている管内飲食店を支援する

ため，市町村からテイクアウト・

デリバリー対応店舗等の情報を収

集し，県ホームページをはじめと

した各種広報媒体で広く周知す

る。 

・新型コロナウイルスにより打撃を受け

ている管内飲食店を支援するため，市町

村からテイクアウト・デリバリー対応店

舗等の情報を収集し，7市町村，3団体，

2企業の情報を県ホームページを活用

して広く周知した。 

○ 

周遊・在宅並

行型観光誘客

促進事業 

仙台地方振興

事務所 

 

4,925   ○  

新型コロナウイルス感染症の影響

下においても，圏域内観光産業の

回復を図るため，観光施設等につ

いて，周遊型・在宅型という 2種

類のデジタルスタンプラリー企画

を開催することで，誘客・周遊促

進を目指す。 

また，同企画に係る広報を通じた

圏域内観光コンテンツの魅力発信

や，企画の景品として圏域内の産

直施設・観光施設の金券類や地場

産品等を贈呈することにより，圏

域への来訪意欲の向上と圏域内で

の消費拡大を図る。 

・仙台圏域観光施設等への誘客・周遊促

進と観光コンテンツへの興味誘引を促

すため，県内・近県向けの周遊型及び全

国向けの在宅型の 2パターンのデジタ

ルスタンプラリーを実施した。参加者デ

ータの分析により誘客施策の参考に資

するとともに，地場産品を景品とするこ

とで，地域の魅力発信と消費喚起にもつ

ながった。（参加者：周遊型 604人，在

宅型 3,376人） 

○ 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

宿泊施設等

における新

たなビジネ

スモデル推

進事業 

北部地方振

興事務所 

－ 

（非予算） 
 ○ ○ ○ 

宿泊施設等における WEB会議やワ

ーケーションを推進するととも

に，モデル事業により旅館等の地

域内利用や平日利用を推進する。 

・ワーケーションの推進に取り組む事

業者等からの相談に対応し,既存の補

助メニューの制度説明等の支援を行っ

た。 
 

大学ゼミ合

宿等の誘致

による合宿

観光推進事

業 

北部地方振

興事務所栗

原地域事務

所 

2,902  ○ ○ ○ 

閑散期の観光客獲得を目指して，

大学ゼミやサークル等の合宿誘

致に係るプロモーション活動を

行う。 

・大学ゼミやサークル等の合宿誘致に

係るパンフレット 2,000部及び

YouTube動画 1本を作成し，直接訪問

（10ゼミ），郵送などによりプロモー

ション活動を実施した。 

○ 

「適疎」な石

巻地域を実

現するため

の事業 

東部地方振

興事務所 
1,020  ○ ○ ○ 

ワーキングチームを設置，学識経

験者などで「適疎」を定義するほ

か，情報発信やデジタルシフトで

「適疎」を実現する取組を行う。

（観光オンライン体験ツアー開

発及び実施，非接触型観光サービ

スの普及，タクシー周遊観光開

発，航路の移動手段化への整備

等） 

併せて，安心安全な観光に関する

基盤整備及び情報発信を行う。

（感染症専門家の監修による安

全安心制度の構築，安全安心教育

研修普及促進） 

・石巻地域の観光振興を推進するため，

食に焦点を当てたマップを作成し,仙

台市営地下鉄駅等広域的に配付するこ

とで, 地域の魅力発信や来訪の喚起を

促した（新型コロナウイルス感染症の

状況を踏まえ,テイクアウト対応店及

びみやぎ飲食店コロナ対策認証制度認

証店を掲載）。 

 「とっておきグルメ MAP」 25,000 

 部 

 

地域周遊型

伝承バスツ

アー事業 

東部地方振

興事務所 
1,802  ○   

東日本大震災により特に大きな

被害を受けた石巻圏域において,

震災発生から 10年の節目を契機

としたバスツアーを実施し,一層

の観光振興及び震災伝承の推進

を図る。 

・令和 3年 6月 6日に開館した「みや

ぎ東日本大震災津波伝承館」等，石巻

地域の伝承施設や観光物産施設を巡る

バスツアーを実施した。 

 ツアー実施回数 16回 

 参加者数 217名 

〇 

おかえりモ

ネプロジェ

クト支援事

業（登米） 

東部地方振

興事務所登

米地域事務

所 

3,000  ○ ○ ○ 

登米市が実施する NHK連続テレビ

小説「おかえりモネ」を活用した

広報・プロモーション事業に対し

て支援を行う。 

・「登米市おかえりモネプロジェクト

推進協議会」の運営費を一部負担する

とともに，登米市おかえりモネプロジ

ェクト推進協議会やセレモニーへの参

加，各種 PRを実施する等，その活動を

支援した。 

 

おかえりモ

ネプロジェ

クト支援事

業（気仙沼） 

気仙沼地方

振興事務所 
3,000  ○ ○  

「連続テレビ小説「おかえりモ

ネ」気仙沼プロジェクト実行委員

会」の運営費を一部負担するとと

もに，その活動を支援する。 

・「連続テレビ小説「おかえりモネ」

気仙沼プロジェクト実行委員会」の運

営費を一部負担するとともに，下部組

織であるプロジェクトチームに当部職

員が参画し，その活動を支援した。 
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事業名 
担当課 

(R3担当課) 
決算額 

回復フェーズ 
事業概要 令和３年度実施状況 

再
掲 (1) (2) (3) (4) 

サテライト

オフィス設

置推進事業 

地域振興課 2,445 ○ ○ ○  

宮城県内にサテライトオフィス

を設置した本社が宮城県内にな

い企業・大学に対し，オフィスの

賃料や家賃補助を行う。 

・設置推進補助（民間事業者向け賃料

補助） 

 7社 2,444,100円 

・定着推進補助金 

 0社    0円 

 

インターネ

ット等を活

用した県産

品販売支援

事業 

食産業振興

課 
26,000 ○ ○ ○ ○ 

大手 ECサイト「宮城県 WEB物産

展」における割引クーポンの発行

による販売促進を図る。 

・楽天市場内に開設した「宮城県 WEB

物産展」において，年間 5回の割引ク

ーポンキャンペーンを実施し，計 15.3

億円の売上となった。（11月補正

200,000千円含む。） 

 

県産食品の

売上回復に

向けた販売

促進事業 

食産業振興

課 
3,960 ○ ○ ○ ○ 

企業向け EC販売サイトを活用し

た県産品販売促進を図る。 

・令和 3年 8月から東京事務所と連携

し，主に首都圏の企業へ周知を図り，

令和 3年 11月から EC販売会を開始し

た。開始から令和 4年 3月末までに延

べ 14社で EC販売会を実施した。 

 

 

戦略プロジェクト５ 合計 ９２事業 １４９，０４６，２７２千円 
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６ 基本計画の実施状況の検証 

（１）数値目標の達成状況 

・ 令和３年の「観光客入込数」は 4,499万人で，前年と比較し，554万の増加（14.0%の増）となった一方，

「宿泊観光客数」は 584万人泊で，前年と比較し 3万人泊の減少（0.5%の減）となった。 

・ また，「外国人観光客宿泊者数」は，3.7万人泊で，前年と比較し 8.5万人泊の減少（69.7%の減）とな

ったほか，「観光消費額」は 2,624億円で，126億円の増加（5.0%の増）となった。 

・ 令和２年に引き続き，令和３年も，新型コロナウイルス感染症（以下「感染症」という。）の感染拡大

に伴う緊急事態宣言の発令や，昨年 11月に外国人の新規入国が一時停止されるなど，観光を取り巻く状況

は大きく好転せず，数値目標の達成は難しい状況にあった。 

・ 一方，宿泊割キャンペーン等各種需要喚起策により，県内旅行が下支えしたため，観光客入込数や観光

消費額が前年を上回る結果となった。 
 

（２）具体的な取組 

・ 震災復興11年目となった令和３年度は，「新・宮城の将来ビジョン」（以下「ビジョン」という。）の

初年度に当たり，ビジョンで掲げた取組の一つである「宮城が誇る地域資源を活用した観光産業と地域を

支える商業・サービス業の振興」を推進するため，213事業を積極的に展開した。 

・ 「第４期みやぎ観光戦略プラン」については，感染症の影響により落ち込んだ県内観光需要の回復を最

優先課題として取り組む必要があることや，感染症の感染拡大状況を見極める必要があったことから，更

に１年半延長し，感染症からの回復と新しい観光に繋がる取組を進めることとした。 

・ プランにおける主な取組としては，教育旅行に関する相談や受入調整を行うと共に，バス助成事業によ

り積極的な誘致を行った。加えて，ポケモンに登場する「ラプラス」とコラボしたスタンプラリーやカフ

ェの開催，NHK連続テレビ小説「おかえりモネ」やアニメ「バクテン‼」と連携した情報発信等を行い，積

極的な誘客プロモーションを実施した。 

・ 一方，外国人観光客向けには，東アジア市場や，欧米等をターゲットとして，WEBサイト「VISIT MIYAGI」

を活用したデジタルプロモーションの実施や，東北各県や東北観光推進機構等と連携し，東北一体となっ

たプロモーションを展開した。 

・ また，韓国済州島発祥のトレッキングコース「オルレ」の各コースでイベントを行う「宮城オルレフェ

ア2021」を開催したほか，松島湾の特性を生かした体験型コンテンツの造成を行い，観光資源の磨き上げ

による受入態勢の整備に努めた。 

・ 観光客へのアンケート調査を通して，東京電力福島第一原子力発電所事故の風評被害の実態把握に努め

た。 

・ 東日本大震災の風化防止のため，震災の伝承施設を紹介する多言語対応の冊子等を作成し，震災の教訓

の伝承に取り組んだ。 

・ 感染症への対応については，新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金や中小企業経営安定資金等貸付

金（コロナ対応分）による事業者支援をはじめ，県民割の実施や域内周遊を促すためのバスツアー造成等，

各種需要喚起策を実施し，早期の観光需要の回復に取り組んだ。 
 

（３）まとめ 

・ 震災後に取り組んできた沿岸部を中心とした観光資源等の情報発信，国内でのプロモーションに加えて，

インバウンドへの対応強化等の取組については，令和元年に外国人観光客宿泊者数，沿岸部の観光客入込

数等が目標値を上回るなど，一定の効果は得られたものと考えられる。 

・ また，昨年から引き続き，感染症の影響により，目標指標の達成は困難な状況であったが，宿泊割キャ

ンペーン等各種需要喚起策により，観光客入込数や観光消費額が前年を上回る結果となった。 

・ 感染症の感染拡大については，収束の目処が不透明な状況ではあるが，落ち込んだ観光需要の回復に向

け，感染拡大防止対策を徹底し，ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えた受入環境整備や誘客プロモ

ーション等を着実に推進していく。
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